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        プロローグ

        　

        　

        　

        　あたしは百合漫画が好きだ。

        　恋に戸惑う心のゆくえを、百合漫画は救ってくれた。

        「そのままでいい」って教えてくれた。

        　自信をもらった。

        　勇気も。希望も――

        　だから、あたしは百合漫画が大好きだ。

        　今もベッドに転がり、あたしは愛にあふれた世界を堪能している。

        　時計の針はもう深夜二時を指していたけれど、関係ない。頬ほおの横に積まれているのは、ふつうの本より少しだけ大きい――いわゆる〝同人誌〟と呼ばれる漫画の山。

        　同人誌といっても、描いているのは一流の百合作家さんばかり。

        　先日あたしが行った〝コミティア〟と呼ばれるイベントは規模が大きくて、オリジナルを手がける作家さんがこぞって参加する。東京まで足を運んだあたしは、大好きな百合作家さんからたくさんの作品を受け取っていた。

        　昨日は旅の疲れで寝てしまったけれど、今日こそは――そんな気持ちでページをめくり、とろけそうな幸せを噛かみしめる。

        　百合漫画を読むと、心がぎゅっと縮んだり、ふやけたりと忙しい。

        　こういう気持ちを「尊い」とか「エモい」とか言う理由もわかる気がする。

        　だってこんな幸せ、言葉じゃ伝わらないよね。

        　熱くなった吐息をつき、あたしは読み終えた同人誌を撫なでる。カフェの店員さんが常連客に恋をする、優しいタッチの百合漫画だった。この作家さんの描く漫画は、いつだって優しい。思わず頬ほおがゆるんでしまう。

        「さて、次は」

        　本の山から新しい同人誌を手に取ろうとして――不意に手が止まる。

        　あたしはため息をつくと、心の奥に宿った想いを繙ひもといた。

        　最近、百合漫画を読むと考えてしまうことがある。

        　それはただの夢。でも幸せな世界に浸ると、妄想せずにはいられない。

        「いつか、あたしも」

        　百合漫画のような恋愛ができるだろうか。

        　ある日、運命の出会いがあって、素敵な恋をして、キスをする。手をつないで誰かと一緒に歩く。そんな幸せな日々を過ごせるだろうか。

        　天井を見あげても、答えはない。

        　やがて眠気に誘われて、あたしは百合漫画を抱いて目を閉じた。


    


        第一章『貴女と一期一会』

        　

        　

        　

        　あんなに百合漫画を読んだのに、あたしは夢を見なかった。

        　それどころか大慌てで制服を着るハメになり、母さんの怒号とともに家を飛び出した。遅刻。大遅刻だ。しかも寝相が悪くて、抱きしめていた同人誌は曲がってしまった。最悪だ――なのにため息もつけずに、あたしは徒歩十分の学校を目指してひた走る。

        　家から近い。

        　偏差値も高くない。

        　校則もゆるいし、地元の仲間がいっぱい。

        　そんな単純な理由で入学した近所の公立高校は、もちろん共学で男子はだらしない。もっと勉強して女子校に入ればよかった――なんて思うこともあるけれど、その分いろいろと楽をさせてもらっている。

        「彩あや芽め、おっは」

        「おはよ！」

        「超ギリじゃん」

        「うける」

        　教室に飛び込んで、クラスメイトと笑顔でハイタッチ。

        　そのほとんどが、中学からの顔見知りだ。変わり映えがない分、めちゃくちゃ仲がよいのがポイント。このストレスフリーな生活に慣れると、女子校なんて行かなくてよかったと思い直す。だって「ごきげんよう」なんて挨拶、あたしにはできそうにない。きっとタイは曲がりっぱなしで、運命の出会いもなかっただろう。

        「紫し藤どうさ。宿題やった？」

        「彩芽がやるわけないじゃん」

        「だよな」

        　友だちの香乃と絵里が、顔を見あわせて笑う。

        　あたしは「宿題？」目頭をぎゅっとしかめ、首をかしげた。

        「あったっけ？」

        「あったよ。ほんとバカだな紫藤は」

        「記憶力どうなってんの？」

        「うっさいな。まあ大丈夫でしょ」

        「いやダメだよ」

        　くすくすと笑いながら、あたしたちは肩を小突きあう。

        　香乃も絵里も、気のいいヤツらだ。中学からずっとつるんでいて、あたしのことをよく知っている――でも、あたしは百合漫画のことは隠していた。ふたりとも女子で、きっと男子が好きだから。あたしがそういうのを読んでいると言っても、理解してはくれないだろう。

        「紫藤さあ、そんなに走れるならウチ来たら？」

        「えー。やだよ。体育会系はパス」

        　あたしを頑かたくなに名字呼びする香乃は、中学から陸上部の脳筋女。なにかにつけて勧誘してくるので、あたしは「またか」とジト目でため息をつく。

        「じゃあ、ウチは？」

        「絵里の演劇部、ガチじゃん」

        「まあ、そうだけど――帰宅部とか勿もつ体たいないよっ」

        　絵里はそう言ってにっこりと笑う。

        　あたしの友だちはふたりとも、部活にメンタルを捧げている。そこだけが本当に、玉にキズだ。帰宅部のあたしに、すぐ「勿もつ体たいない」と言い出す。青春を過ごしなよ、とかなんとか……青春ねえ。

        　実は高校に入ってすぐ、あたしはみんなに内緒でバイトをはじめていた。

        　駅前のファミレスで、週三回。まだ二ヶ月しか経ってないけれど、調子は上々。香乃も絵里も平日は部活が忙しいから、バレてドリンクバー代をせがまれることもない。あたしはあたしで、ちゃんと高校生活を満喫しているのだ。

        「彩芽がいたら部活、もっと楽しいのになあ」

        「紫藤バカだけど、いいヤツだしな」

        「急に褒めるのやめない？」

        　あたしがため息とともに机を叩くと――

        　突然、教室が静かになった。

        　誰もがすっと口を閉ざして目を伏せる。

        　慌てて周りを見わたすと、原因はすぐにわかった。

        　教室の扉が、音もなく開いていた。

        　そこには長い黒髪を鼻先まで垂らした女の子が、ぽつんと立っている。

        　彼女はぶるぶると震えながら、一歩。また一歩と、教室に踏み入ってきた。まるでホラー映画のクライマックスみたいな光景だ。ごくりと喉を鳴らすと、クラスからヒソヒソと声がした。女の子――クラスメイトの朝あさ倉くらは、ますます身をひそめて、長い前髪で顔を隠していた。

        「あんなに怯えなくてもいいのにね」

        「だな。だから言われるんだ。陰子って」

        　香乃と絵里も、ヒソヒソ話に混ざろうとしている。

        　嫌な空気だ。あたしは香乃をにらんで口を開く。

        「あのさ。その呼び方、やめなよ」

        「――ごめん」

        「いや、言わないならいいけどさ」

        　あたしはもう一度ため息をつくと、ばたんと机に突っ伏した。

        　腕の隙間から朝倉の様子を探ってみると、彼女はなにやら真っ黒なノートを取り出して、カリカリと鉛筆を走らせている。

        　なにを書いているんだろう？

        　純粋に興味を覚えるも、それは始業のチャイムに打ち消される。長い一日のはじまりだ――あたしは朝倉から視線を外して、あくびを一つもらした。




　

        　

        　

        　行き詰まった。

        　そう思うと、集中力も切れてしまった。

        　あたしは机の下でスマホをなぞりながら、ピンで留めた前髪を払う。

        　手て垢あかまみれの画面をこっそり覗のぞき、できあがった文章を読みはじめる。

        　ＢＧＭは先生の疲れた声。確認している文字の羅列は、まあ一応、小説と呼ばれるものだ。

        　最近あたしは、百合小説を書くことにハマっている。

        　もっとも、誰かに読んでもらったことはない。隠れ百合好きがはじめた、ただの趣味。ある日、なんとなく書いてみたくなり、形にしはじめた。

        　今書いているのは、女子校に通う女の子たちが恋に落ちる、典型的な百合小説。女子校ってどんな場所だろう？　と調べているうちに、楽しくなって書きはじめてしまった。

        　授業中に百合小説を書く女子高生――なかなかに罪深い。

        　とはいえ、周囲を見わたせばスマホを弄いじってないクラスメイトを探すことのほうが難しい。近所の公立高校に「近いから」と行くようなメンツだし、あたし含めて根性は曲がっている。

        　ただ、そうじゃない人もいた。

        　朝倉だ。彼女は先生の授業を聞いて、しっかりとノートを取っている。真面目に授業を聞いているからか、さっきみたいに震えてはいない。

        　朝倉とは中学が違うから、どんな子かよく知らない。いじめられていたとか、そういう話も聞いていない。ただ小学生の頃からあんな感じなのだと、クラスの友だちが教えてくれた。〝陰子〟というあだ名は中学校でつけられたものらしいけど、知らないあたしからすれば気分が悪い。それに――朝倉を見ていると、百合漫画を読む前のあたしを思い出す。

        　きっと朝倉だって、なにかと戦っているのだろう。

        　それを笑うなんて、あたしにはできない。

        「――彩芽」

        「ん？」

        「なにぼぅっとしてんの。終わったよ、授業」

        　絵里にそう言われて周囲を見わたすと、確かにみんな教室を出る準備をはじめていた。あたしは頭を引っかくと、朝倉の席を見やる。もう彼女は、教室を出てしまったようだ。

        「紫藤。ゴミ出し当番。今日だろ」

        「そうだっけ」

        「なんでアタシに聞くんだよ。やってきな」

        　うんざりした声色の香乃に小突かれ、あたしはぐっと伸びをして席を立った。

        　ウチの学校は、放課後に教室のゴミ箱の清掃をする。当番制で、どうやって決めたかは覚えてない。ともかく香乃の言うとおり、今日はあたしの番らしい。

        「じゃ、私たち部活だから」

        「早く帰れよ。帰宅部」

        「へいへい」

        　友だちを見送ると、あたしもさっさとゴミ捨て場に向かった。

        　目標に向けてゴミ袋を勢いよく放り投げれば、あっという間にお役御免だ。さっさと帰って、昨日の続き――コミティアで買った百合同人誌を楽しもう。

        　あたしは頬ほおをゆるめて、誰もいなくなった教室へ戻る。薄っぺらい学校指定のカバンを肩に引っかけ、さて帰るかとあくびをしていると……

        　教室の床に、黒い影が落ちているのを見つけた。

        　なんだろう？　思わず近寄ると、影の正体はすぐにわかる。

        　ノートだ。

        　真っ黒に染まった一冊の不気味なノート。

        「これって、朝倉のヤツじゃん」

        　ちょうど隣にあった朝倉の席を見やり、どうしたものかと頭を引っかく。

        　なぜなら、本当に朝倉が使っていたノートか、わからない。知らんぷりして机に放り込んで、あとで別人のものだとわかったら大変だ。

        　となれば、道は一つ。

        　中身を確認するしかない。

        　ただのノートなら、先生にでもポンと預けてしまえばいい。

        　そう思うと気持ちは楽になって、あたしはゆっくりと黒い表紙をめくった。

        　一ページ目は、白紙。でも次のページになにかが書かれている。どうやらそれは文字ではない。

        　だとしたら、なんだろう。

        　あの時、朝倉はなにを書いていたんだろう。

        　大義名分を忘れ、あたしは興味のままに白紙のページをめくりあげた。

        　思わず、目を見開く。

        　ノートを持った手がびくりと震えた。ひとりでに吐息がこぼれた。

        　胸がぎゅっとしめつけられて、ふやけそうになる。百合漫画と同じ感覚だ。それもそのはず――黒いノートに描かれていたのは、ふたりの女の子が身を寄せあうイラストだった。

        　女の子たちは、頬ほおを染めあって公園のベンチに座っている。背景はリアルに描かれていて、デフォルメされた女の子たちを一層きれいに見せている。

        　あたしは次々にページをめくって、食い入るようにイラストを見つめた。

        　どのイラストにも、ふたりの女の子が描かれている。鉛筆であざやかに表現された世界は、モノクロなのに宝石みたいに輝いて見えた。

        「すごい」

        　思わずそんな声がもれる。

        　心臓が、駄だ々だをこねる子供みたいに高鳴っていた。

        　こんなことは初めてだ。興奮が振り切れると、あたしは黒いノートをぎゅっと抱きしめた。

        　これを描いたのは、朝倉？

        　それとも、誰か別の。

        　あたしがクラスメイトの顔を思い浮かべていると――

        　突然、教室の扉が勢いよく開いた。

        　慌てて振り返ると、そこにいたのは朝倉だ。

        　前髪を鼻先まで垂らした彼女は、ぶるぶると震えている。

        「――して」

        「え？」

        「かえして！」

        　彼女は大声をあげると、あたしに襲いかかってきた。

        　突き飛ばされて床に転がり、思わずうめく。それでも朝倉は強引にのしかかって、あたしの胸からノートを奪おうとする。

        「朝倉。待って」

        「かえして！」

        「いや。待ってってばっ」

        　肩を引ひっ掴つかんで押さえ込むと、朝倉の手のひらが頬ほおを引っかく。

        　馬乗りになってあたしを叩き続けた彼女は、やがて荒く吐息をついて両手を下げた。かわりに涙をこぼして、制服を掴つかんでくる。

        「み、みたんですか」

        「えっと」

        「みたんですね？」

        「ごめん」

        　大人しく黒いノートを渡すと、朝倉はぎゅっとそれを抱きしめる。

        　涙はポロポロ。ポロポロと、こぼれて止まらない。朝倉は何度も目をこすって、髪の隙間からギロリとあたしをにらみつけた。

        「ごめん。朝倉」

        　もう一度、あたしは手をあわせて謝った。すると朝倉は、ようやくどいてくれる。教室の床にぺたりと座り込んで、彼女は泣き続けていた。前髪はすっかり乱れて、隠れていた朝倉の顔に夕暮れの光が差し込む――

        　窓の向こうから、吹奏楽部の演奏が響いた。

        　あたしは思わず言葉を失って、じっと朝倉の顔を眺めていた。

        「なんですか」

        「い、いや。ごめん。本当にごめん」

        「もう。いいです」

        　ごしごしと乱暴に顔をこすると、やがて朝倉はぶるぶる震えはじめた。

        　おそらく、怯えているのだろう。引っかかれた頬ほおを押さえ、あたしは大きく吐息をついた。

        「わ、わわ。わ、わたしなんてことを」

        「いいよ。大事なノートだもん」

        「へ、へ。で、でも」

        　朝倉の目尻に、また涙が溜たまっていく。

        　さすがに気の毒になって、あたしは笑みを浮かべてみせた。

        　おどおどと縮こまる朝倉の手を掴つかんで、強引に握りしめる。彼女はおどろいた顔で固まって、口をぱくぱくとさせていた。

        「な、なんで。手」

        「いいじゃん。それよりさ。話したいことがあるんだけど」

        「え、えっと？」

        　首をカクンとかたむけ、朝倉はあたしを見てくれる。

        　乱れた前髪から覗のぞく瞳が、教室を映し出してキラキラと輝いていた。

        「あのさ」

        「は、はぃ」

        「絵。すごくよかった」

        「へ？」

        「あたし、こんなにかわいい絵。初めて見た」

        　ぎゅっと抑えていた心から、純粋な気持ちがあふれた。

        　思わず頬ほおが熱くなる。朝倉の手を握る指先が、甘く痺しびれて興奮を加速させる。

        「女の子の絵、すごくかわいい。背景もきれい。描き込みが半端ない」

        「は、あ、あの？」

        「朝倉すごいよ。こんなに絵がうまいなんて知らなかった」

        　そこまで言い切ると、朝倉は見る間に赤くなった。

        　夕陽を受けた頬ほおが、トマトみたいに染まっていく。今朝のホラー映画のような雰囲気は、もう欠かけ片らもない。朝倉は身じろぎして、やがておずおずと唇を開く。

        「そ。そんなに、うまくは」

        「いや。うまいよ。素直に受け止めてよ」

        「――そ、そう、ですか？」

        「そうだよ」

        　詰め寄るように身を乗りだすと、朝倉は縮こまって顔をあげた。

        　頬ほおをひくつかせて、なにやらもごもごと呟つぶやきはじめる。

        「――、も――です、よね」

        「えっと？」

        「でも、きもちわるい、ですよね……」

        「なんで？」

        　あたしはびっくりして、朝倉のこわばった笑みを眺めた。

        「なんで、って……お、女の子ばっかり……描いてて」

        「別にいいじゃん」

        「でも、でも。本当は、きもちわるい、ですよね？？」

        　朝倉はぶるぶると震えて、目尻に涙をにじませる。

        　女の子を描くことが、気持ち悪い？　あたしは首をかしげて、ふとクラスメイトたちの心を思い浮かべる。

        　真っ黒なノート。

        　女の子が身を寄せあうイラスト。

        　みんなが見たら、どう思うだろう。それは気持ち悪いんだろうか――そこまで考えて、あたしはようやく朝倉の恐怖を理解することができた。

        「き、きもちわるいですよね？　だ、だから見せたくなかったんです。わかってるんです。でも、わたしは」

        　朝倉はきっと、百合漫画に出会う前のあたしだ。

        　自分がふつうじゃないことに悩んでいる。咎とがめられることを恐れて、すべてを胸のうちにしまい込んでいる。仲間はいない。誰にも理解されない。そう思い込んで、真っ黒なノートのなかを、ずっとさまよっている。

        「朝倉。あのさ」

        「ッな、なんですか？」

        「そう構えないでよ。見てほしいものがある」

        　そう言って、あたしはカバンからスマホを取り出した。

        　書きかけのまま放置してあった百合小説を開くと、冒頭までスクロール。

        　握った朝倉の手のひらへ強引に押しつける。

        「え、と」

        「あたしも書いてるんだ。小説だけど」

        「しょ、小説？」

        「うん。ノート、見ちゃったから。これでおあいこにしようよ」

        　戸惑う朝倉に笑いかけると、彼女はまばたきを繰り返す。

        　そして――

        「あ、あの」

        「なに」

        「ど。ど、どうやって、動かすんですか？」

        「……まじで言ってる？」

        「す、すみません」

        　混乱気味にすがりつく朝倉に、あたしは思わず苦笑いをこぼした。

        　まさかスマホの操作ができない女子高生がいようとは……指で動かすだけだと教えても、朝倉はちっとも要領を得なかった。結局あたしたちは身を寄せあって、一つのスマホを覗のぞき込むことになった。

        　朝倉の読むスピードに合わせて、あたしが画面を動かす。制服をきゅっと引かれるたび、指先を画面に這はわせていく。

        　誰にも見せたことがない、自分の小説。それも百合小説を、目と鼻の先で読まれているというのに――あたしは一体、なにをしているんだろう？　朝倉の長い髪が頬ほおをくすぐるたび、ますます混乱してしまう。

        「……あの、続き」

        「へいへい」

        　指が止まったあたしを急せかすように、朝倉が腕を引っ張る。

        　指先が導く物語は、ついにキスシーンに突入していた。キスなんてしたことないあたしが書いた、嘘八百の妄想。女の子同士がキスをしても許される、優しいフィクションの世界――なのに朝倉は、喉を「ひゅっ」と鳴らして、ぽかんと口を開けている。スクロールバーの終点まで行き着いても、彼女はあたしの腕を抱きしめて離さなかった。

        「あの、続き」

        「もうないよ。ここまで」

        「そ、そんな」

        　教室の床に座り込んで、なにやってんだか。

        　急にバカらしくなってため息をつくと、あたしは朝倉の腕を振りほどく。

        「これでわかったでしょ。別に朝倉は、気持ち悪くないって」

        「……そ、そうでしょうか」

        「そうだよ。女の子の世界を描いているのは朝倉だけじゃない。〝百合〟って呼ばれてるんだ。小説はもちろん、漫画だってたくさんあるし」

        「漫画も？」

        　立ちあがろうとしたあたしの制服を、朝倉がつまんだ。

        　その瞳は、興味深そうに見開かれている。

        　おそらく「知りたい」のだろう。

        　でもそれは、あたしだって同じだった。

        「朝倉はさ。描かないの？」

        「な、なにをですか」

        「漫画」

        　黒いノートを指さし、あたしは笑みを作った。

        　あんなかわいい絵が描けるなら、漫画だって描けると思う。知らないだけで、もう描いているかもしれない――期待を込めて朝倉を見つめると、彼女はしゅんと肩を落としてしまった。

        「……か、描きたいけど、描けなくて」

        「どうして？」

        「お話が、お、思い浮かばなくて。ほ、本当は、描きたいんです。か、描きたい。でも、わからなくて、それで」

        　あたしの制服を握りしめたまま、朝倉はまた涙を溜ためようとしていた。

        　よくわからないけれど――きっと辛いんだろう。そう思うと、急にあの真っ黒なノートが憎らしく思えてきた。

        　このなかにいる限り、朝倉の世界は閉じたままだ。

        　たまたま見つけなかったら、あたしだって知ることができなかった。

        　なんだかそれは、とても勿もつ体たいない。描きたいと思っている世界があるのに、描けないなんて。朝倉の世界を、誰も知らないなんて。

        「……押しつけだって、わかってるんだけどな」

        「っえ？」

        「いや。あのさ。お話があれば描けるの？」

        「ま、漫画ですか？　えと、たぶん」

        「だったら、あたしが書くよ」

        「ッ！？」

        「一緒に描こう。大丈夫。なんでも手伝うから」

        　おどろく朝倉の手を握って、あたしは大きく頷うなずいてみせる。

        　漫画の描き方なんてわからない。お話だって別に得意じゃない。それでも朝倉の世界を、もっと見てみたいと思ったから――どくどくと高鳴る鼓動に任せて、あたしは動きだすことにした。

        「ど、どうして……そこまで」

        「うーん。朝倉の絵が、好きだから」

        「ッッ！？」

        　硬直する朝倉の腕を引き、あたしはもう一度頷うなずいた。

        　校舎の奥から、吹奏楽部の演奏が聞こえる。

        　部活のうるさい声が窓を叩いて、かたむいた太陽が教室を染め上げている。

        　やがて沈黙を抜けて、朝倉は目を細めて笑った。

        　あたしたちは手を握りあって、

        「漫画。一緒に描こうよ。絶対できるから」

        「は、はぃ。おねがいします」

        　もう一度、かたく約束をかわした。




　

        　

        　

        　母さんが悲鳴をあげる前に、あたしは家を飛び出して走った。

        　寝ぐせを強引にピンでまとめながら閉ざされた校門をまたぎ、教室の戸を勢いよく開いてゴールイン。まだ六月なのに全身汗だくのあたしを見て、クラスは爆笑の渦に包まれる。

        「あぶねーな。ギリじゃん」

        「汗くっさ。シャワー浴びる？」

        「彩芽、おはよ！」

        　みんなに笑顔を返して、ハイタッチ。

        　カバンを机に置くと、すぐに香乃と絵里が近づいてくる。

        「校門を飛び越えるな、女子高生」

        「仕方ないじゃん。閉まってんだから」

        「遅刻魔」

        「セーフでしょ」

        　絵里に下敷きで扇あおがれながら、あたしは息を整えて教室を見わたす――いたいた。あたしは教室の中央でうつむく女の子に手を振った。黒髪がきれいな彼女は、今日も長い前髪で顔を隠していた。

        「陽よう華か」

        「ッッ！？」

        「おはよ」

        「お、おは。おはようございます……あやめちゃん」

        　彼女――朝あさ倉くら陽よう華かは、ボソボソと呟つぶやいたきり身を縮めて震えだしてしまった。

        　クラスメイトがおどろいて見つめるなか、あたしは笑顔を作ってもう一度大きく手を振った。

        「……なんで名前呼び？」

        「昨日、友だちになったんだ」

        「えっ朝倉さんと？」

        「そうそう」

        　あたしが頷うなずくと、香乃と絵里は顔を見あわせる。

        「紫藤って、そういうとこあるよな」

        「私たちも気づいたらこうだったもんね」

        　さすがは我が親友。ふたりはすぐに納得して、苦笑をかわしている。

        　とはいえ、あたしたちが友だちよりも深い絆きずなで結ばれたことには気づけまい。

        　ひとり心のなかでほくそ笑むと、昨日の約束を思い出して胸を躍らせる。

        『一緒に漫画を描こう』

        　そう約束したあたしたちは、お互いを名前で呼ぶことに決めた。

        　それだけじゃない。今日の放課後は、さっそく陽華の家で作戦会議をすることになっている。最初は戸惑っていた陽華も、別れる頃には「楽しみです」と笑ってくれた。

        　満喫していたはずの高校生活に、新しい風が吹こうとしている。

        　あたしはなんだかワクワクして、昨日は徹夜で漫画を描く準備をしていた。

        「ま。紫藤がいれば、朝倉もクラスに馴な染じめるかもな」

        「うんうん。私たちも協力するよ」

        「そっか。ありがと」

        　香乃と絵里に笑いかけると、始業のチャイムが鳴る。

        　新しい一日のはじまりだ。あたしはちらりと陽華を見つめる。

        　視線が合うと、相棒はすぐに顔を背けてしまった。




        第二章『二律背反の先へ』

        　

        　

        　

        　放課後に訪れた陽華の家は、駅前のタワーマンションのなかにあった。

        「すっごい場所に住んでるね」とあたしが呟つぶやくと、陽華は「そ、そうでしょうか」と身をすくめる。彼女の話によれば、ご両親は長期出張で留守にしていて、陽華はこの豪華なマンションにひとりで住んでいるらしい。

        「ど、どうぞ。あがってください」

        「うん。お邪魔します」

        　脱いだスニーカーをそろえて陽華のあとを追う。

        　開かれたドアの向こうを覗のぞき込んで、あたしは口をぽかんと開ける。

        　陽華の部屋は、思ったより広かった。一際目立つのは、黄色で統一されたカーテンやベッドシーツ。そしてところ狭しと並ぶ、動物のぬいぐるみ。少女趣味というよりは、まるでお店屋さんみたいな雰囲気だ。

        　陽華は機械オンチらしく、部屋にパソコンはない。

        　かわりに机のうえには、漫画用のペンと白紙の原稿用紙が置いてあった。

        「漫画、描いてたの？」

        「い、いえ。ただの練習です。まだペンが、うまく使えなくて」

        「そっか。でも陽華なら大丈夫。すぐうまくなるよ」

        「ほ、本当ですか？」

        「うん。絶対」

        　笑いながらカバンを置くと、陽華がクッションを渡してくれる。

        「じゃあ、さっそくはじめよっか」

        「か、会議ですか？」

        「うん。あたしは早く陽華の漫画が見たいから」

        「わ、わたしも漫画、描きたい、です。その、百合の」

        「本当に百合漫画でいいの？」

        「そ。それが、いいです」

        　陽華は両手を握り、ぐっと気合いを入れている。

        　最初は心配だったけれど「百合漫画が描きたい」その思いは本当らしい。

        　クラスメイトにそんな人がいるなんて気づかなかった。これってまるで――運命みたいな話だと思う。

        「それじゃ、まずは目標を決めよう」

        「も、目標？」

        「うん。ページ数とか。公開する場所とか……あたしさ。陽華に一つ提案があるんだけど、いいかな？」

        「は、はぃ」

        　頷うなずく陽華に笑みを返して、あたしは考える振りをする。

        　正直な話、目標には心当たりがあった。百合漫画を描くなら、あたしにもやりたいことがある。それはあくまで憧れ、欲望の類だったけれど――これから相棒になる陽華に、隠しごとはしたくない。

        「コミティアに出たいんだ」

        「こみてぃあ？」

        「うん。描いた漫画を本にして、頒布……えぇと、お店屋さんみたいに売ったり買ったりできる場所。自分が出るなんて考えてなかったけど、陽華と百合漫画を描くなら、あたしは本を作ってみたい」

        　まぶたを閉じると、先日のコミティアを思い出す。

        　いろんな百合作家さんが机を並べて、自慢の作品を頒布していた。もし漫画が作れるなら、あたしはそのひとりになってみたい。随分と勝手な話で、不相応な欲望だとわかっていたけれど、陽華と一緒ならきっと楽しい。そんな気がする。

        「な、なるほど。本ですか」

        「同人誌っていうんだけどね。こんな感じの本」

        　あたしはカバンから一冊の百合同人誌を取り出した。

        　標準的なＢ５サイズ。三十六ページの百合漫画だ。陽華は初めて見るようで、目をキラキラと輝かせている。

        「こ、こんな本が、わたしも？」

        「できるよ。印刷費とかは大丈夫。あたしバイトしてるから」

        「本当に？？」

        「うん。大変だとは思うけど」

        　それでもやってみたい。

        　あたしが頷うなずくと、

        「やりたいです」

        　陽華は真っ赤な顔で身を乗りだしてきた。

        　それからあたしたちは、漫画の描き方を相談することにした。なんといっても、お互いノウハウはゼロ。昨日ネットで調べたところによれば、漫画の作業工程は大きく四つに分かれているらしい。

        　

        　①物語を構築するプロット。

        　②プロットを漫画の形にするネーム。

        　③ネームを軸に下描き・ペン入れをする作画。

        　④そして最後に漫画を完成形へ導く仕上げ。

        　

        　このうち、あたしはプロットからネーム、そして仕上げを担当。

        　陽華には一番の肝である作画に集中してもらうことになった。彼女はパソコンが使えないから、最後の仕上げは指定をもらってあたしがやることにする。手書きの原稿を漫画制作ソフトで仕上げれば、高校生でもトーンなどが使い放題だとネットに書いてあったからだ。

        　幸いウチには上京した姉が残したハイスペックなパソコンがある。

        　確認したら、問題なく動きそうだった。

        「仕上げに使う《クリスタ》ってソフトは、あたしが買っておくから」

        「い、いいんですか？」

        「大丈夫。バイトしてるからね」

        　決めゼリフのように言って胸を張ると、陽華はくすりと笑う。

        　少しずつ、打ち解けてきたのかもしれない。彼女の身体は、もう震えていなかった。肩をくっつけて話をするたび、長い黒髪から甘い香りがする。変に意識しないように気をつけてはいるけれど……あたしの相棒は、他のクラスメイトとは全然違う。なんだか不思議な女の子だった。

        「あやめちゃん？」

        「あ。ごめん。えぇと、最後に一番大事なことを決めよう」

        「大事なこと、ですか？」

        「うん。あたしたちのペンネームと、サークル名」

        「ッッぺ、ぺんねーむ？」

        　おどろく陽華に笑いかけて、あたしは提案を続ける。

        「サークル名はあたしが決めるから、陽華にはペンネームを決めてほしい。なんでもいいよ。好きなものとか。そういうので」

        「きゅ、急に言われても」

        　陽華は顎に指を当てて、うーんと考え込む。

        　その様子をじっと眺めていると、彼女はやがてぽつりと呟つぶやいた。

        「――ぱんだ」

        「えっ？」

        「ぱんだがいいです」

        「なんでまた」

        　あまりに唐突な動物の名前に、あたしは苦笑する。

        　でも陽華は両手を握って気合いを入れると、

        「あやめちゃんと、わたし。白と黒って感じなので、ぱんだです」

        　パンダ推しを続ける。確かにあたしたちは正反対かもしれないけれど、それにしたってパンダ……パンダねえ。さすがにそのままってわけにはいかないだろう。

        「パンダ。だけだと苦しいかも。名字もつけたらどうかな」

        「なら黒くろ咲さき。〝黒くろ咲さきぱんだ〟です」

        　――いいかも。

        　ちょっとかわいい響きで、インパクトもありそうだ。

        　最初から陽華に決めてもらうつもりだったし、こんな風に断言するのは初めてのことだ。あたしが頷うなずくと、陽華はほっとしたように唇をゆるめる。

        「じゃあ次はサークル名。実はさ。もう決めてあるんだ」

        「ど、どんなのですか？」

        「相思相愛」

        「っっえ！？」

        「あ。待って。そういう意味じゃないから。説明するね」

        　顔を真っ赤にして震える陽華をなだめながら、あたしは口を開く。

        「最初はさ。漫画を手伝うって気持ちだったんだ。でもコミティアに出るのは、完全にあたしの野望だし……なんか逆だなって思って」

        「そ、そんなことは」

        「でもさ。あたし漫画を描いてもらって、それであぐらをかいてるヤツにはなりたくないんだ。漫画を描いてもらうからには、陽華のことを大事にしたい。あたしを相棒だと思って、頼ってほしいんだ――だから〝相思相愛〟」

        「それは……目標ですか？」

        「そういうこと」

        　あたしは頷うなずくと、陽華に手を差し伸べた。

        　やがて静かに絡んできた指先を握りしめ、ぎゅっと握手をかわす。

        「あたしたちは、ふたりで百合漫画を作ろう」

        「は、はぃ」

        　か細い声で頷うなずいた陽華の頬ほおに――突然、一滴の涙がこぼれた。

        　あっけに取られるあたしをよそに、ポロポロと泣きだしてしまう。

        「どうして泣くの？」

        「わ、わかりません。ただ、嬉うれしくて」

        「そっか」

        　陽華が落ち着くまで、あたしは握りしめた手を離さなかった。

        　それからあたしたちは、夏のコミティアに応募することを決めた。バイトのない日に集まって制作に取りかかることにすると、陽華は赤い目をこすって気合いを入れるポーズを取った。

        　相棒に負けてはいられない。

        　作業開始とともに、あたしは脳裏に物語を描こうとする。

        　記憶に焼きついた陽華の絵が、輝いてなにかを映しはじめていた。




　

        　

        　

        　全寮制の女子校に通うサエは、外出日に待ち合わせの場所へ向かう。

        　そこにいたのは、きれいな浴衣を纏まとったクラスメイト――リコの姿だった。

        　サエは友だちとの会話を思い出す。今度の外出日に、どこへ行こうか。さまざまな提案がなされるなか、サエは友だちの誘いを断ってしまう。そこに男癖が悪いと評判のリコが教室に現れ、友だちは噂うわさ話ばなしをはじめた。辟へき易えきとしてリコを見つめていたサエは、彼女と目が合うと頬ほおを赤らめた。

        　サエはリコに誘われていた。

        　遠くの街で行われる縁日へ、ふたりで出かけることになっていたのだ。

        　回想を終えて電車に乗り込むと、誰もがリコを見ている。彼女は美しく、同性のサエですら目を奪われるほどだった。縁日が行われている公園へ辿たどり着つくと、リコはサエの手を握って駆けだし、普段とは違う素の表情を見せる。

        　縁日を巡ったあと、やがてふたりは人気のない神社の階段に座った。

        　するとリコは、サエを抱きよせようとする。戸惑うサエはリコから離れると、どうして自分を誘ったのか、真相を問う。

        　しかしリコは微ほほ笑えむと、花火が踊る夜空を背にサエの唇を奪う。

        　情熱的なキスを終え、リコはサエの耳元でなにかをささやく。それは花火の音にまぎれ、サエにしか聞こえない。

        　今度の外出日に、どこへ行こうか。教室で友だちと話をするなか、サエは友だちとの誘いを断ってしまう。最近付き合いが悪いと言われ苦笑するサエは、窓辺にひとり佇たたずむリコの姿を眺めた。

        　リコと目が合うと、ふたりは秘密の笑みをかわしあうのだった。

        　

        　

        　――以上が、初めて作った百合漫画のプロットだ。

        　この前、陽華に見せた小説の物語を軸に、読み切り漫画として再構成してみた。

        　タイトルは【だれもしらない】ポイントはリコの妖艶な魅力。そしてサエが一夜にしてリコに惹かれていく流れを、言葉ではなく絵で表現すること。

        　小説ではできないことをやろう。

        　そう考えていたら、こういう形になった。

        　とはいえ、これはあくまでプロットだ。陽華に渡す前に、あたしはこれを叩き台としたネームを作る必要がある。なぜなら漫画のページ毎にどのシーンが入るのか、ちゃんと指示できないといけないからだ。

        　とはいえ、どうやって作ったらいいものか……

        　あたしは吐息をつくと、スマホを机の棚に放り込んだ。

        　今は一応、授業中。周りを見やれば、誰もが授業を聞いていなかった。

        　先生の淡々とした声が響くなか、あたしは伸びをして机に突っ伏する。やがてチャイムが鳴り響くと、つむじのほうから香乃の声が聞こえてきた。

        「紫藤。寝てるのか。終わったぞ」

        「起きてるよ。絵里は？」

        「部活に行ったよ。アタシも行くけど」

        「この雨のなか？」

        「まったくだ」

        　外を見ると、大きな雨粒が窓を叩いていた。

        　季節は梅雨のまっただ中。

        　昼間は晴れていたはずなのに、今は土砂降りもいいところだ。

        　香乃が露骨にため息をつき「じゃあ明日な」と教室を出ていく。その背を見送っていると、ふわりと甘い香りがした。様子を窺うかがうようにあたしの顔を覗のぞき込んできたのは、もちろん相棒の陽華だ。

        「……あやめちゃん」

        「陽華。行こっか」

        「は、はいっ」

        　あたしたちが〝黒咲ぱんだ〟になってから、一週間が経った。

        　今では陽華も、すっかりあたしの友だちとして認知されている。ヒソヒソ話も消えて、風当たりもよくなったと思う。地元の高校だけあって、一部を除けば悪いヤツは少ない。みんな陽華のことを知らないから怖がっていただけだった。素性と所属が明らかになった今、クラスは少しずつ彼女を受け入れはじめていた。

        「今日、傘がないんだけど、陽華は持ってる？」

        「あります」

        「じゃあ、ちょっと入れてよ」

        「は、はぃ」

        　校舎を出ると、この雨のなか走っている陸上部の姿が見える。

        　香乃のヤツも大変だ。ウチの学校はスポーツが強いせいか、根性論が支配している節がある。あたしみたいな万年帰宅部には、よくわからない概念だ。

        「あやめちゃん。肩が濡ぬれてます」

        「ん？　ああ。もうちょっと寄っていい？」

        「え、えと。は、はぃ」

        　一つの傘を分けあって、あたしたちは肩をひっつけあう。

        　恥ずかしいのか頬ほおを染める陽華は、やっぱりクラスのみんなとは違う。おしとやかっていえばいいんだろうか。たまにこっちまで恥ずかしくなる。陽華はあたしの相棒だから、さすがに変な気は起こさないけれど――こうやって相合い傘なんてしていると、やっぱり少しドキドキしてしまう。

        　陽華もそうなんだろうか？

        　おそるおそる彼女の顔を覗のぞき込むと。

        　あたしたちは、ばっちり目が合ってしまった。

        　潤んだ瞳。呼吸の音。湿気のせいか、甘い香りも濃く感じられる。

        　あたしの心臓が突然、バクバクと動きだした。ダメだ。ダメ。相手は漫画を描く相棒だぞ――押おし留めようともがくも、頬ほおはどんどん熱くなっていく。

        「あ、あのさ。絵の練習、進んでる？」

        「っ！？　え、絵ですか？　そうですね、あの。もうちょっとかかりそうです」

        「そ、そっか。やっぱり難しいの？　漫画のペンって」

        「まだ、慣れてなくて。あ、あやめちゃんは？」

        「え。あ、あたしも、もう少しかかる、かな。今プロットを簡単なネームにしてるところだから、あと一週間欲しいかも」

        「そ、そうですか」

        　あたしたちは、なぜか早口でぎこちなく話し続ける。

        　陽華の家に辿たどり着く頃には、漫画のスケジュールはほとんど決まっていた。

        　相合い傘、おそるべしである。あたしは陽華のあとを追いながら、さっき話していたスケジュールのことを考えはじめる。

        　夏のコミティアへの応募は、もう済ませてあった。サークルカットは陽華が描いた絵を取り込んで、あたしが仕上げをして制作した。

        　イベントの開催日は、二ヶ月後。

        　同人誌を頒布するには、印刷会社の〆切りまでに入稿を済ませる必要がある。

        　そこであたしは春のコミティアでゲットした同人誌の奥付を見て、みんなが使っている印刷会社を調べた。

        　《栄華》《ムーングループ》《白沢印刷》……印刷会社のサイトを調べては値段を確認していくと、どうやら同人誌の印刷にはオフセットとオンデマンド、二種類の印刷形態があることがわかる。

        　オフセット印刷は、あたしたちでは手が出せないようだ。大量印刷向けで、少部数にはまったく向いていない。だからオンデマンド印刷に焦点をしぼることにして、結局あたしは《ポプカル》という印刷会社にお願いすることに決めた。

        　この印刷会社はとにかく安くて品質もいいと評判だ。

        　あたしたちにぴったりの印刷会社だと思った。

        「話の続きなんだけど、いいかな？」

        「あ、はいっ」

        　陽華の部屋でテーブルを囲むと、あたしは一枚の紙をカバンから引き出す。

        「ざっくりと予定表を作ってみたんだ。さっきの話のとおり、来週までにプロットを完成させるから、陽華は一ヶ月半かけてネームからペン入れ。できたページからどんどんあたしに渡していくって感じでいこう」

        「わ、わたしに、できるでしょうか」

        「大丈夫。なんでも手伝うから」

        　不安げな陽華に笑いかけて、あたしはざわつく心を隠す。

        　本当は陽華と一緒で、あたしも心配だった。サークルカット一枚作るのにかかった時間を考えると、原稿の仕上げにどれだけの時間が必要か見当もつかない。

        　それでもあたしは、陽華とならがんばりたいと思っていた。彼女の世界が黒いノートから解き放たれた時、なにが生まれるのか――ずっと楽しみで仕方がないのだから。

        「あやめちゃん。わたし、がんばります」

        「うん。あたしもがんばるから、一緒にやろう」

        「はいっ」

        　だからあたしは、陽華に弱いところは見せない。

        　机に向かってペンを走らせる陽華を見つめて、胸に秘めた不安を押し潰す。

        　スマホを取り出してプロットを確認。どうしたらこれを漫画にできるのか……深く、深く考えるうちに、あたしの指は動きはじめようとしていた。




　

        　

        　

        　ネームを進めること、一週間。

        　できあがったのは漫画のイメージ図のようなものだった。

        　ざっくりと決めたコマ割りのなかで、へたくそな棒人形がうごめくネームもどき。

        　果たしてこれでいいのか……あたしにはわからない。相棒に提出する時は、念入りに意図を説明していった。

        　期末テストが近づくと、しばらく作業会は中断。

        　あたしたちは各自で試験勉強と漫画制作をすることになったのだけど――

        　事件は、テスト最終日の放課後に起こった。

        「…………あやめちゃんっ」

        　急に相棒が、涙を溜ためてすがりついてきたのだ。

        「ど、どうしたの？」

        「あやめちゃん、やっぱりわたし、漫画が描けません……」

        　そう言って涙を伝わせる相棒を見て、教室がざわつく。

        　あたしは彼女の手を引くと、人気のない理科室の前まで連れていくことにした。

        「どうして、描けないと思ったの？」

        「そ、それは」

        「大丈夫。まずは事情を教えてよ」

        　背を撫なでてたずねてみると、やがて陽華は深く吐息をつく。

        「……あやめちゃんが描いてくれたネーム。すごく好きなんですけど」

        「面白くなかった、とか？」

        「違うんです。ただ、その――は、恥ずかしくてっ」

        　顔を赤くした陽華は、たどたどしく問題を説明してくれた。

        「か、貸してもらった百合漫画、いっぱい読んで勉強したんです。ど、どれも素敵で、わたしも描きたいって、思いました……でも自分が描くと思うと、は、恥ずかしくて。描きたいんですけど。描けなくて……ぅう。ご、ごめんなさい」

        「ううん。謝ることじゃないよ」

        　あたしは笑いかけると、顎に指を当てて考える。

        　素敵だから描きたい。でも恥ずかしくて描けない――一体どういうことだろう。

        　結局考えてもわからず、さらなる情報を求めることにする。

        「陽華は漫画を描くのが恥ずかしいの？」

        「え、えと。そ、そうです。絵は、なんとなくで、描けたんですけど、漫画は……登場人物の心があって……こ、恋してて……それを描くのが恥ずかしくて」

        「そっか。そういうこともあるんだ」

        「へ、変ですか？」

        「全然？　一緒にどうすれば描けるか、考えようよ」

        「は、はぃ」

        　自信なさげに頷うなずく陽華は、すっかり落ち込んでいるようだ。

        「陽華はさ。漫画を描く時、どう恥ずかしくなるの？」

        「えと、どう、とは」

        「どんな気持ちになるのかとか、わかる？」

        　努めて優しく問いかけると、陽華はおずおずと口を開く。

        「……わ、わたしなんかが描いてて、いいのかなって、思います」

        「どういうこと？」

        「えと。わたし縁日に行ったこと、なくて……女の子と、どこかに遊びに行ったことも……なくて。サエとリコのことを、うまく描ける自信が、なくて……」

        　なるほど。

        　そういう恥ずかしい、か。

        　ようやく相棒の言葉を理解して、あたしは思わず頬ほおをゆるめる。

        「や、やっぱり変でしょうか？」

        「全然。でも解決する方法はわかったよ」

        「……えっ？」

        　素っ頓狂な声をあげる陽華に、あたしは笑みをこぼした。

        　まだ不安げに震える彼女の手をぎゅっと握りしめて、頷うなずいてみせる。

        「簡単だよ。行ったことがないなら、行けばいいんだ」

        「え、縁日ですか？」

        「そう。だから陽華。あたしとデートしよう」

        「……えッッ！？」

        　見る間に赤くなる相棒に、あたしは思いついた作戦を披露した。




　

        　

        　

        　今回あたしたちが作る百合漫画【だれもしらない】

        　これはふたりの女子高生が、秘密のデートをして結ばれる物語だ。

        　ミステリアスな同級生・リコと縁日を巡るなかで、主人公・サエは彼女に惹かれていく。物語ではなく、絵で表現するイメージで企画した漫画だった。

        　それを描くうえで相棒が悩んでいたのは、まず縁日を知らないこと。そしてサエとリコの気持ちがわからないこと。女の子と遊んだことがない陽華は、そんな状態で漫画を描いていいものか悩んでいた。

        　――現状をまとめると、大体そんなところだと思う。

        　だからあたしは、陽華と縁日デートをすることに決めた。ま、まあデートといっても、あくまで〝設定〟だ。あたしたちは漫画と同じデートコースを辿たどって、登場人物の気持ちを追体験することにしたのである。

        　そう。

        　これはあくまでも漫画のため。

        　他意はない。漫画のために必要なことなのだ！

        　なんてあたしは鏡を前にして、気合いを入れ直してみる。

        　本日の服装はお気に入りのシャツにショートパンツというラフな格好。あんまり気合いを入れすぎて、他意があるように思われても大変だ。あたしと陽華は、あくまでも漫画を一緒に描く相棒なのだから。

        「そろそろ、時間かな」

        　時計を見て伸びをすると、あたしは待ち合わせ場所へ向かうことにした。

        　陽華は相変わらずスマホを持っていないから、金曜日のうちにデートコースは話してある。駅前で待ち合わせて、電車で移動。遠く離れた町で行われる縁日を巡って、花火を見て解散――大体そんな流れになっている。

        　駅へ向かうと、あたしは陽華の姿を探した。

        　きょろきょろと辺りを窺うかがうも、なかなか相棒を見つけられない。駅の入り口には、浴衣を着たきれいな女の子がひとり立っているだけだ。

        　仕方なく女の子の隣に並んで時計を見ると、もう集合時間は過ぎている。こういう時にスマホがないと、本当に不便だ。ため息をついて茜あかね色いろに染まった空を見あげていると――急に隣から、ボソボソと声がする。

        「……あやめちゃん」

        　きれいな女の子は、相棒の声であたしを呼んでいた。

        　思わず呆ぼう然ぜんと見つめ返して「あっ」と声をあげる。女の子――相棒の陽華は、金曜日とはまるで違う姿でそこに立っていた。

        　花火の柄がきれいな藍色の浴衣。

        　まぶたのうえでまっすぐにカットされた黒髪。

        　長い髪をまとめるかんざしは、夕陽を反射してキラキラと輝いている。

        「えと。か、髪。切ったんだ」

        「は、はぃ」

        　動揺して震えるあたしの前で、陽華は頬ほおを染めてうつむいていた。

        「浴衣、似合ってるよ。あたしも着たほうがよかったかな？」

        「い、いえ。その……着てみたかっただけなので」

        「そっか。なら、いいけど」

        　相棒を直視できず、あたしは頬ほおをかく。

        「じゃあ。行こっか」

        「はぃ」

        　会話も続かず歩きだすと、陽華はカラコロと下げ駄たを鳴らしてついてくる。

        　ふたり並んで電車に乗ると、周りの視線が陽華のほうを向いた。あたしはドキドキと胸を高鳴らせ、ちらりと相棒を覗のぞき込んだ。

        　前髪を切った今、陽華の美貌を隠すものはなにもない。恥ずかしそうにうつむいたところで、突き刺すような視線はかわない。あたしは彼女から漂う甘い香りを嗅いで、思わず胸を押さえていた。

        「あやめちゃん」

        「な、なに？」

        　急に話しかけられて、びくりと震える。

        　吸い込まれそうな瞳を見返すと、陽華は小さく笑った。

        「きょ、今日は誘ってくれて、ありがとうです」

        「別に遊びに行くくらい、いつでもいいよ」

        「そうなんですか？」

        「夏休みも近いし」

        　あたしは冷静を装って、いつもどおり話すことにした。そして目的を忘れるなと。かたく鼓動を抑え込む。今日は漫画のために、相棒をエスコートするのだ。忘れるな紫藤彩芽。大丈夫。お前ならできる――そう何度も念じて脳を復活させていると、電車がぎしりと音を立てて動きはじめた。

        「今日はこのまま、六駅くらい先でやってるお祭りに行くから」

        「楽しみです」

        「そんなに大きくないよ。花火だってすぐに終わると思うし」

        「でも、わたしは楽しみです」

        　ぎこちなく話を続けながら、わたしたちは窓から見える夕陽を眺める。

        　電車を降りる頃には、空はほとんど藍色に染まっていた。

        　駅からほど近い公園へ向かって歩きだすと、徐々に喧けん噪そうが近づいてくる。がさついた盆踊りのＢＧＭとともに、子供の楽しそうな声が響く――やがて提灯ちようちんで照らされた入り口が見えてくると、あたしの心はワクワクと震えはじめた。

        　これはあくまで漫画のため。

        　もう一度しっかり念じると、陽華の肩をトンと叩く。

        「行こう」

        　彼女が頷うなずく前に優しく手を握る。

        　熱く湿った手のひらを合わせて、指を絡めあう。

        「今日は楽しもうね」

        「は、はぃ」

        　手を引いて公園に入ると、あたしたちは屋台を覗のぞき込んでいった。

        「覚えてるかな。漫画だと、最初は射的をするんだ」

        「はい。でも、射的って……よくわからなくて」

        「大丈夫。これから一緒に遊ぼう」

        　焼けた醤しよう油ゆの匂いがする縁日を巡ると、やがて射的の屋台が見えてくる。

        　真っ白な台に置かれた二丁のライフル。数メートル離れた場所に、人形やゲームソフトが並んで置いてある。一番の当たりは、最新ゲーム機の箱だ。あんなのどうやって取るんだか……呆あきれて笑いながら、屋台のおっちゃんに声をかける。

        「一回ずつやりたいんだけど」

        「はいよ。弾は三つ。一回五百円ね」

        「へいへい」

        　あたしは財布から千円を出して、陽華にライフルを渡す。

        「あの、お金」

        「いいよ。あとで返して。撃ち方わかる？」

        「わ、わかりません」

        「じゃあ、お手本を見せるから」

        　あたしは弾を銃口に詰めると、撃鉄を起こして構える。

        「どれが欲しい？」

        「え、えぇと。あの。ぱんだの、ぬいぐるみ」

        「あれかあ。大きいな……まあダメ元でいこっか」

        「は、はぃっ」

        　そう言って狙いを定めたのは、胸におさまるサイズのぬいぐるみだ。

        　あたしたちのペンネーム〝黒咲ぱんだ〟を象徴する動物・白と黒のパンダ。どことなくマヌケ顔をしたそいつに標準を合わせると、カチンと引き金を引く。

        　パンッ――

        　音を立てて、弾がパンダの腕に当たった。

        　でもサイズが大きいせいか、ぴくりとも動かない。

        　射的で景品をゲットするには、台から落とす必要がある。

        　でも続けて二回命中させても、パンダはびくともしなかった。

        「やっぱダメかあ。あとは任せるよ」

        「は、はぃ」

        　笑って陽華に場所をゆずると、彼女は急におろおろとしはじめた。

        　一向に構えることなく、フリーズしているようだ……まさか。あたしは嫌な予感を覚えて、震える肩を叩く。

        「大丈夫？」

        「ぅう。あやめちゃん。つ、使い方がわかりませんっ」

        「やっぱり」

        　陽華は涙を溜ためて、恥ずかしそうにうつむいていた。

        　どうやら機械オンチの彼女は、玩具おもちやのライフルさえ扱うことができないようだ。

        「じゃあ、一緒にやってみよ。あたしがサポートするから」

        「ど、どうすれば」

        「えっと」

        　少し考えて、あたしは陽華を後ろから抱きよせてみる。

        「ひゃっ」声をあげる彼女の手をなぞって、ゆっくり構えを取らせてあげる。

        　ふわりと漂う甘い香り。目の前に広がる真っ白なうなじのことは、とりあえず無視――無視だ。あたしは心臓に「我慢しろ」と指示して、相棒の耳元でささやく。

        「このまま撃てばいいから」

        「う、撃つって、こ、これを引けばいいんですか？」

        「そうそう。ちゃんと狙って」

        　屋台のおっちゃんが苦笑いして、あたしたちを見つめていた。

        　かたかたと震える指をなぞって導くと、やがて陽華は意を決したように引き金を引いた。パンッ――撃ちだされた弾はパンダの耳をかすめ、ぐらりと揺れる。

        「なるほど。耳狙い。いいかも」

        「ほ、ほんとですか？」

        「うん。このままあと二回。いける？」

        「が、がんばります」

        　弾を詰めてあげると、陽華はあたしに背を預けて頬ほおを染める。

        　ぎゅっと抱きよせて指示を繰り返すと――パンッ。パンッ。続けて二発の銃撃で、あたしたちはパンダの耳を狙った。

        　すると、ぐらり――

        　マヌケ顔のぬいぐるみが、台から落ちて転がる。

        「やるねえ」

        　屋台のおっちゃんは拍手をすると、景品を陽華に渡してくれた。

        　陽華はぎゅっとパンダを抱えて、嬉うれしそうに笑っていた。

        「と、とれました！」

        「うん。おめでとう。やったね」

        「はいっ。すごく、楽しかったですっ」

        　興奮気味の陽華は、パンダを片手で抱き直す。

        　ゆらりと片手を伸ばして、あたしの手のひらを求める。

        　握り返してあげると、彼女はカランと下げ駄たを鳴らして駆けだした。

        「次。次の場所へ行きましょう」

        「ちょっと陽華。浴衣で走っちゃダメだってっ」

        「人形すくいですっ」

        「わかったから落ち着いて」

        　相棒の手のひらは小さくて、指はびっくりするほど細かった。

        　なのに陽華はいつになく明るい顔で、あたしをぐいぐいと引っ張っていく。

        　人形すくい。輪投げ。焼きそば。イカ焼き。りんご飴あめ――屋台を巡るたび、彼女は瞳を輝かせて喜んでくれる。絡めた指先は熱を伝えあって、あたしたちは何度も笑みをかわしあう。

        　これはぜんぶ漫画のため？

        　たぶん違う。だってあたしも楽しいから。

        　七色に輝く相棒の笑顔を見つめると、雑念が消えていく。

        　すべてを忘れたあたしたちは、お祭りのなかを駆けめぐった。パンダのぬいぐるみと、おそろいのりんご飴あめをかかげて。

        「陽華、楽しい？」

        「すごく。あやめちゃん、ありがとう」

        「お礼なんていいよ。だってあたしたち、相棒じゃん」

        「は、はぃ。でも嬉うれしいんです。こんなに楽しいこと、初めてで」

        　そう言ってはにかむと、陽華は名残惜しそうに屋台の列を見つめる。

        「花火の場所。取りに行こうか」

        「そう、ですね」

        　寂しげな相棒の手を引くと、あたしたちは近くにある古い神社を目指した。

        　漫画と同じロケーションだ。人気のない神社の階段にふたりで座って、遠くから響く盆踊りの音を聞く。澄んだ涼しい空気が風とともに流れると、興奮が少しずつ冷めていくのがわかった。

        「寒くない？　大丈夫かな」

        「へいきです」

        「そっか」

        　なんて話しながら、あたしは寄ってきたやぶ蚊と格闘する。

        　漫画と違って現実は厳しい。かゆくなった肌を犠牲に一匹仕留めると――カラン。陽華の下げ駄たが鳴る。彼女は真っ白な足を伸ばして、浅く吐息をもらしていた。

        「痛むの？」

        「い、いえ。少し疲れただけです」

        「そっか」

        　なんとなく目をそらし、あたしは蚊に刺された頬ほおをかく。

        　陽華は急に元気をなくして、射的で当てたぬいぐるみを抱きしめていた。

        　あたしは焦って口を開くと、真っ暗な空を見あげた。

        「花火。あがらないね」

        「そうですね」

        「待ってる間。話でもしよっか。漫画のこととか」

        　あたしが笑って提案すると、

        「漫画のこと……」

        　陽華は肩を落として吐息をもらした。

        　不意にあふれた沈黙の隙間を、風が抜けていく。花火のあがらない夜空に雲がかかり、遠くから響く喧けん噪そうがもの悲しく鼓膜を打つ。やがて陽華は瞳を潤ませると、じっとあたしの顔を見つめて呟つぶやいた。

        「ねぇ、あやめちゃん」

        「な、なに？」

        「あやめちゃんはどうして、わたしに優しくしてくれるんですか？」

        「え。そりゃ、漫画を描く相棒だから」

        「それだけじゃないはずです」

        「ううん。じゃあ陽華の絵が好きだから」

        「それだけじゃないはずです」

        　追及をかわして視線をそらすと、陽華は身を寄せてあたしをにらむ。

        　その瞳は不安げに揺れて、なにかの答えを求めているようだ。もしかして――戸惑っているんだろうか。ふとそう思うと、あたしは自分の不手際を悟る。確かにあたしは、自分のことをなにも話していない。なのにいきなり漫画を描こうなんて言い出して、陽華の日常を大きく変えようとしている。

        「陽華は、あたしのことが知りたいの？」

        「知りたいです」

        「……そっか。不安にさせて、ごめん」

        「ふ、不安？　わかりません。わたしはただ心配で」

        「そっか。でも、ごめんね」

        　謝って身を寄せると、相棒は頬ほおを染めて夜空を見あげた。

        　あたしは少し考えてから口を開いて、一つだけ昔話をはじめることにする。

        「中学の頃なんだけど……あたし、教室に行くのが怖かったんだ」

        「あやめちゃんが？」

        「うん。あたしは昔、自分のことをふつうじゃないって思ってた。誰も理解してくれないって、そう思い込んでたんだ。だから教室に行くのが、すごく怖かった」

        　目を閉じると、今でもあの日々を思い出せる。

        　周りの誰とも違う。そんな現実に絶望して、あたしは孤独だった。

        　いつか怒られる。いじめられる。そんなことばかり考えて、誰かと関係を結ぶ勇気を持てないでいた。

        「今も怖いんですか？」

        「ううん。もう大丈夫だよ」

        「じゃあどうして、怖くなくなったんですか？」

        「……えっと。親にスマホを買ってもらってさ。ネット見てたら一枚の画像が流れてきたんだ。それが今のあたしのはじまり。なにを見たかわかる？」

        「……ゆ、百合漫画っ」

        「正解。あたしは百合漫画を見て、自分はひとりじゃないと思ったんだ。あたしみたいな子がたくさんいて、許される世界がある。それはあたしにとって救いだったから……だからかな。あたしは陽華にも、同じ世界を見せたくなったんだ」

        　この気持ちが押しつけだって、わかっているけれど。

        　それでもあたしは、陽華を黒いノートから解放したいと思った。

        　描きたいものを隠さなくてもいい。新しい世界へと連れていきたかったんだ。

        「……その。あやめちゃんと漫画を描いたら」

        「うん」

        「わたしも同じ世界が、見られますか？」

        「わかんない。でもこれから、ずっと同じ世界を見ていくよ」

        「これから……ずっと……？」

        「そう。だってあたしたち相棒じゃん。ふたりで〝黒咲ぱんだ〟なんだから」

        　ふたりで漫画を描いたら、きっとまた新しい世界が開けるだろう。

        　なにが待ち受けているかはわからない。でも陽華と出会えたことが運命なら、絶対に素敵な場所を、見つけることができる。あたしはそう思っているから。

        「あやめちゃんは」

        「うん」

        「わたしと、漫画が描きたいですか？」

        「うん。描きたい。陽華と一緒にどこまでも進んでいきたい」

        　だから一緒に行こう。

        　あたしは陽華の瞳を見つめて、大きく頷うなずいた。

        　相棒の瞳が揺れる。涙がじわりと浮かんで、頬ほおを伝っていく。

        　赤い唇が震えて、彼女のまぶたが静かに落ちていく。気づけば顔は間近に迫り、しっとりとした空気が背中を押していた。

        　あたしは陽華の肩を抱いて――ふと我に返る。

        　思わず唾を飲んで、相棒の顔を覗のぞき込む。彼女は目を閉じて、既に〝それ〟を待っているようだ。でもあたしは……いいんだろうか。これはしてもいいんだろうかと、首をもたげた理性と戦っていた。相手は漫画を描く相棒だぞ。本当にいいのか。衝動に負けて顔を近づけながらも、理性は最後まで警鐘を鳴らす。

        　初めてのキスまで、あと数センチ。

        　あたしがぎゅっと目をつむろうとした、その時。

        　

        　ヒュゥウッ――

        　

        　遠くから音がして、夜空に大輪の花が咲き乱れた。

        「――花火だ。よ、陽華っ。花火だよ」

        　あたしは大きく身体を離し、ばっと宙を指さした。

        　

        　ヒュウゥウッ――

        　

        　笛の音とともにあがった火の玉が、どんどん弾けていく。

        　円を描く光の欠かけ片らは、湿った雰囲気をすっかりと打ち消して輝く。

        「すごく。きれいです」

        「うん。よかった。これで漫画の花火もばっちりだね」

        「は、はぃ」

        　あたしたちは頬ほおを熱くして、花火を見あげる。

        　これでいい。よかったのだ。あたしはほっとして、鼓動の動きを抑える。

        　あたしと陽華は、相棒だ。一緒に漫画を作ろうって言っておきながら手を出すなんて、なんだか卑ひ怯きような気がする。だからこれでよかった。よかったのだ――胸に刻み込むように念じながら、あたしはじっと花火を見つめて吐息をもらす。

        「あやめちゃん」

        「なに？」

        　だから呼びかけられても、もうあたしは動じることはなかった。

        　相棒に顔を向けると、唇に柔らかいものが当たる。

        　なんだろう。そう思う間もなく、視界いっぱいに黒髪が流れた。ついばむようにくすぐる陽華の唇は、熱く湿った吐息とともにゆっくりと離れていく。

        　あたしは真っ白になって、カクンと首をかしげた。今のは、なんだろう――陽華に目でたずねると、彼女は照れたように笑ってささやく。

        「……これでキスシーンも描けそうです」

        　そう言って離れた彼女は、ぬいぐるみを抱いて花火を見あげた。

        　あたしはその横顔を見つめて、思わず心臓を押さえる。

        　今のは、なんだろう。何度考えてもわからない。花火が終わっても、ふたり並んで電車に揺られても、次の日を迎えても――あたしはなにもわからないまま、日常へ戻っていった。




　

        　

        　

        　閉ざされた校門を飛び越えると、あたしは教室へ走った。

        　夏の空に浮かんだ太陽のせいで、もう制服はぐしょぐしょだ。スカートを散らして廊下を滑りながら、どんどん速度をあげてゴールを目指す。教室に飛び込んだあたしを、クラスメイトは爆笑とともに迎えてくれた。

        「――間に合った！」

        「いや間に合ってねーよ」

        「チャイム鳴ってないじゃん」

        「そういう問題じゃねえ。おはよ紫藤」

        「うっす」

        「彩芽おっはよ」

        「へいへい」

        　ハイタッチをかわして着席すると、香乃と絵里が呆あきれ顔がおであたしを見る。

        　みんな陽華と話していたのだろう。ふたりの脇から顔を出した相棒は、薄く微ほほ笑えんで手を振っていた。

        　髪を切って以来、陽華はクラスのなかで人気者になりつつあった。

        　当然だろう。パッとしない公立高校の教室に突然、二度見するくらいの美少女が現れたのだから――最初は戸惑っていた陽華も徐々に打ち解け、次第に明るい笑顔を見せるようになっていた。

        「夏休み前日に遅刻とかやるじゃん」

        「うるさいな。それより香乃、なに話してたの？」

        「ああ。文化祭の話だよ。朝倉にも協力してもらおうと思ってな」

        「陽華ちゃん、絵がうまいからねえ」

        　香乃と絵里は頷うなずきあうと、始業のチャイムを聞いて席へ戻っていく。

        　美術の授業のおかげで、陽華の才能はクラス中に知れ渡っていた。ダメ押しとなったのは成績表で、彼女はクラス唯一の『美術５』保持者として名を轟とどろかせることになったのだ。

        　あたしがなにもしなくても、陽華はじゅうぶん認められる力を持っていたというわけ。といっても――彼女が本当に描きたい世界は学校の授業では絶対に描けないと思うけれど。

        　ホームルームを聞き流しながら、あたしは陽華との漫画制作について考える。

        　夏のコミティアまで、あと一ヶ月。

        　あたしたち〝黒咲ぱんだ〟の活動は少し遅れていた。

        　漫画の下描きに、思ったより時間を使ってしまったからだ。

        　でもそれは仕方ない。あの雑なネームを漫画として描き起こすなかで、内容をかなり見直す必要があったのだから。

        　あたしは目を閉じて、陽華の下描きを一枚ずつ思い出した。

        　想像のなかで、鉛筆の軌跡がキラキラと輝いていく――原稿用紙いっぱいに満ちたあたしたちの世界は、もう誕生の瞬間を今か今かと待ち続けているようだ。

        　今日から陽華をあたしの家に呼んで、ペン入れと仕上げを進めていく。夏のコミティアへ向けた漫画制作は、一気に大詰めを迎えようとしていた。

        「あやめちゃん？」

        「あれ。陽華」

        「ホームルーム、終わりましたよ」

        　少し呆あきれた顔で微ほほ笑えむ陽華から目をそらし、周囲を見わたす。

        　夏休みのはじまりを前に、みんな楽しそうに帰る支度を進めていた。

        「あたしたちも行こっか」

        「はいっ」

        　カバンに宿題を詰め込んで、あたしたちは教室を出る。

        　香乃と絵里は部活だろうか――校門を前にグラウンドを覗のぞくと、熱線を浴びながら陸上部が準備運動をしているのが見えた。

        「この暑いなか、よくやるなあ」

        　うんざりした声であたしが言うと、

        「香乃さんも絵里さんも、一生懸命ですよね」

        　陽華はくすりと笑ってフォローしてくれる。

        「あたし部活はいいや。陽華と漫画作ったほうが楽しいもん」

        「そ、そうですか？　う、嬉うれしいです」

        「よし。行こう。あたしの部屋ちらかってるけど」

        「はいっ」

        　元気よく頷うなずく陽華に笑いかけて、ふたりで夏の通学路を歩きはじめる。

        　ぼんやりと見あげた空は青く、蝉せみたちの声があらゆる場所から聞こえてきた。街路樹をじっとにらむと、透きとおった羽根の蝉せみがジイジイと震えているのが見える。

        「――ここがあたしんち」

        「わ。近いんですね」

        「うん。いつも遅刻だけどね」

        　玄関に入れると、相棒は行儀よく「お邪魔します」と靴をそろえる。もの珍しそうに顔を出した母さんを追い払ってみせると、陽華はくすくすと笑っていた。

        「今日からこの部屋で、作業しよう」

        「ここがあやめちゃんの部屋？」

        「うーん。正確には、姉さんの部屋かな」

        「お姉さん、ですか？」

        「うん。東京に行ったっきり戻ってこないから、今はあたしの部屋になってる。だからまあ、モノが多いのはそのせい、かな」

        　なんて言い訳が必要なあたしの部屋は、女子っぽくない殺風景な部屋だった。

        　壁を覆い隠すバカでかい本棚は姉さんのもの。そこに今は百合漫画やら姉さんの漫画やらがぐちゃぐちゃに突っ込まれている。勉強机を改造して作ったパソコンデスクのうえには、いまだに中学の教科書が置いてあった。

        　一応、陽華が来るから片づけはしたものの――

        「かわいいお部屋ですね」

        「……それ、本気で言ってる？」

        　相棒の感想に苦笑して、あたしはベッドにカバンを放り投げた。

        　使ってない机に陽華を導くと、彼女は原稿を引っぱり出す。

        　あたしもまた派手なケースのパソコンを起動。漫画制作に使う《クリスタ》というソフトをクリックして、立ちあがるのを待った。

        「よし。じゃあ陽華が描きあげたページを、スキャナーで取り込んで仕上げていくから。トーンとかの指定は、本棚にある漫画を見て教えてくれたらいいよ。似ているやつを探して使う。あとこっちでできるのは写植――文字を入れる作業かな」

        「ベタとかはどうしますか？」

        「どっちがいいんだろ。任せるよ。あたしは陽華がやりたいけどできないことを、このパソコンで実現していく。そんな感じでいこう」

        「わ、わかりました」

        　役割分担を決めたら、作業開始だ。

        　あたしたちはそれぞれ机に向かう。陽華がペン入れをしている間に、あたしは先にもらっていた表紙を仕上げていくことにする。取り込んだイラストをクリックすると、手をつないだサエとリコの絵が画面に浮かんだ。

        　これは陽華が水彩で描いたものに、少し補正を加えたものだ。

        　色味が変わってしまうことは、先に伝えてあった。実際どういう雰囲気になるかは、完成品を見ないとわからないものの――ネットで調べた知識をフルに使って、とにかく表紙データ作成に取りかかることにする。

        　といっても、さほど難しいことはない。

        　印刷会社が出しているテンプレートに沿って表紙絵を配置。

        　同人で使えるフリーのフォントを使ってロゴを作成。これも配置。

        　あとは細かい部分を調整して、表紙らしきものを勢い任せで作っていくだけ。

        「あやめちゃん。一ページできました」

        「こっちも表紙と裏表紙はできたかも。見せあっこしよう」

        「はいっ」

        　あたしたちは成果をチェックしながら、目標へ向けて作業を続けていく。

        　お互い集中しているのか、雑談はなし。それでも相棒もがんばっているのだと思うと、手が止まることはないから不思議だ。

        「あやめちゃん。できました」

        「こっちはまだ。うーん。ここどうしような。相談してもいい？」

        「あ、はい。今いきます」

        　さっと隣に来てディスプレイを覗のぞく陽華は真剣な表情だ。

        　整った横顔を見つめると、ついきれいな唇に吸い寄せられてしまう。

        　気づけば鼓動は速くなって、あの〝感触〟を呼び覚まそうとしてくる。

        「……あやめちゃん？」

        「ご、ごめん。相談したいのは、ここなんだけど――」

        　たどたどしく説明しながら、あたしは頬ほおを熱くして思考を揺らす。

        　どうして陽華はあたしにキスをしたんだろう。

        　どうしてあたしは陽華にキスをしようとしたんだろう。

        　ゆらゆらと情景が浮かんでは消えて、急に心が乱れはじめる。

        　あたしたちは素敵な百合漫画を描いているはずなのに――あたしはファーストキスの理由さえわからないまま、相棒にふしだらな気持ちを抱こうとしていた。

        「あやめちゃん？」

        「あ。ご、ごめん」

        　あたしは陽華のことが好きなんだろうか。

        　わからない。でも花火の夜を思い出すと、鼓動が速くなる。

        　鼻先をくすぐる匂いを嗅ぐたび、知らない欲望を抱いてしまう。陽華のきれいな顔を、長い黒髪を、優しい笑顔を、泣き顔を――まるで百合漫画みたいに、あたしだけのものにしたいと思う。

        「……じゃあ、サエの髪はこのトーンを使おうか」

        「わかりました」

        「陽華はどんどんペン入れを進めてくれたらいいから」

        「は、はぃ。がんばります」

        　そう言って離れていく相棒を尻目に、あたしは濡ぬれた吐息を隠した。

        　今は漫画に集中すべきだ――自分を律してディスプレイをにらむと、慣れないペンタブを操作。陽華の描いた線画を元に、漫画を完成形へ導いていく。一ページ、二ページ、三ページ……没頭するあたしたちは、光のような速さで夏休みを終わらせていく。

        　今は、不純な心を封じて。

        　最後の一ページまで、描ききるのみ。

        　やがて完成した印刷データをふたりでチェック。

        　急いで印刷会社のサイトにアクセスしてアップロード。

        　画面に『入稿完了』の文字が灯ともった瞬間、相棒と顔を見あわせる。

        「……これって入稿できたってことですか？」

        「いや。わかんない。でも大丈夫だと思う」

        「じゃあ」

        　八月半ば。

        　〆切り当日。

        「完成だ！」

        　あたしたちはついに百合漫画を完成させた。

        　思わず陽華を抱きしめると、相棒の頬ほおは涙で濡ぬれていた。

        「ぁ、あやめちゃん……ありがとう……」

        「陽華が描いたんだ。あたしは手伝っただけ」

        「ち、違います。ふたりの力です」

        「そうかな」

        「そうですよ」

        　頬ほおを真っ赤にする陽華を見つめて、笑顔をかわす。

        　試しに原稿データをプリンターで印刷してみると、インクでヨレヨレの漫画が刷りあがった。あたしたちは頬ほおを寄せて、一枚ずつ確認しては盛りあがる。

        「陽華の絵、やっぱりきれいだ。かわいい」

        「うぅ。あやめちゃんのおかげです。本当の漫画みたい」

        「いや漫画だよ。あたしたちが作ったんだ」

        「本当に？」

        「うん。本になるんだ」

        「す、すごいですっ」

        「すごいよね」

        　互いに褒めあって、なんだか変な気分だ。

        　悪い気持ちが芽生える前に、少しだけ身体を離す。

        　陽華は不安げに瞳を揺らして、きゅっとあたしの服をつまんだ。

        「……あ、あやめちゃん」

        「どうしたの？」

        「少しだけ、怖いです」

        「どうして？　大丈夫だよ。コミティアも一緒に行くんだし」

        「でも……わたしたちの漫画、読んでもらえるんでしょうか？」

        「それこそ大丈夫だよ。あたしが保証するから」

        「は、はぃ」

        　まだ心配そうな陽華へ向けて、自信ありげな笑顔を作る。

        　本当はあたしも怖かったけれど、弱いところは見せたくないから我慢した。かわりに以前作った予定表を眺めて、当日までにやるべきことを再確認していく。

        　夏のコミティアまで、あと十日――

        　あたしたち〝黒咲ぱんだ〟のデビュー戦は、すぐそこまで迫っていた。




　

        　

        　

        「陽華、大丈夫？　まだ走れる？」

        「だ、大丈夫です。い、行きましょうっ」

        　息も絶え絶えの陽華を連れて、あたしはトランクを抱えて走っていた。

        　誤算。大誤算だ。始発の新幹線に乗って東京駅へ来たあたしたちは、時計を見てびっくりした。思ったより到着が遅かったからだ。サークル入場の時間はとっくに過ぎていて、慌てて国際展示場行きの電車に飛び込むこと数十分――駅を出ると人の群れをぬって、あたしたちはダッシュで東京ビッグサイトを目指した。

        　目の前には、既に巨大な逆三角形の会議棟が見えている。

        　あの下をくぐり抜ければ、西ホールまであと少しだ。

        「あやめちゃんっここ、ですか？」

        「もう少し。たぶんあそこがサークルの入場口だから」

        　陽華の手を握って人ごみのなかを進むと、ようやく会場に入ることができる。

        　ここから駆け足は禁止。案内に従って西ホールへ向かうと、やがて目の前に巨大な空間が現れた。

        「す、すごい。ひ、広いですっ」

        「うん。人が少ないと、こんなに広く見えるんだ」

        　思わず口を開けて周囲を眺めると、ずらりと並んだ机の数におどろく。

        　もうサークルのほとんどは設営を終えていて、大きなポスターがずらりとかかげられていた。思い思いの飾り付けが施されたテーブルの向こう側にいるのは、あたしたちと同じ創作者。その腕で新しい世界を築く、神のような存在だ。

        　みんなの表情は真剣で、少し怖い。ピリッと緊張感が、展示室を包み込んでいる――なんだろう。この感じ。

        　あたしは唾を飲んで、相棒の手を握りしめた。

        「あやめちゃん、わたしたちも」

        「う、うん。えっと……【な-三一ａ】だから……こっちかも」

        「行きましょうっ」

        　机に垂れ下がった記号を頼りに、自分たちのスペースを目指す。

        　すると周囲の雰囲気が変わりはじめた。少年漫画。少女漫画。小説。さまざまな世界を渡り歩くと、ようやく【百合】の列を発見する。あたしたちは視界いっぱいに並んだ女の子たちに見み惚ほれて、幸福の吐息をこぼした。

        「すごい。この列に並んでいるのは、ぜんぶ百合なんですか？」

        「うん。あたしが陽華に見せたかった世界はここだよ。ここへ来ればみんな百合を描いている。あたしたちはひとりじゃない。もう隠さなくたっていいんだ」

        「わたしたち仲間になれるでしょうか？」

        「もうなってるよ。ほら――ここだ。あたしたちのスペースだ」

        　椅子が置かれたテーブルの一画を指さして、あたしは大きく頷うなずいた。【な-三一ａ】サークル〝相思相愛〟机に貼られたシールを確認して、机の下にあった段ボールを引きずり出す。開封して中身を覗のぞくと、そこには無事に印刷されたあたしたちの世界があった。

        　タイトルは【だれもしらない】

        　表紙合わせて三十六ページ、計五〇部の創作百合漫画だ。

        「時間がない。あたし設営するから、陽華は本のチェックをお願い」

        「あ、あ、あやめちゃんっこれ。わ、わたしたちの本ですっっ」

        「うん。知ってる。あとで読ませてもらうね」

        「は、はぃっっ」

        　手に取った一冊を陽華に預けて、あたしは急いでトランクを開ける。

        　敷布と小さなイーゼルを取り出したら、設営開始だ。といっても――さして時間はかからない。敷布で机を覆って、本を平積みで設置。あとはイーゼルで一冊だけ見本誌を立てれば、それであたしたちのスペースは完成する。

        　周りを見ると少し簡素な気もしたけれど……

        　でもあたしたちの漫画だ。きっと誰かの目に留まるはず。

        「陽華。どう？　漫画のほうは」

        「ぅう。ちゃんと印刷されてます……すごい。本物みたい」

        「本物だよ。あたしたちが作ったんだ」

        　涙目の陽華に苦笑すると、あたしは最後に隣のスペースへ向かった。

        　お隣さんは商業誌で活躍している百合作家さん。あたしはガチガチに緊張しながらも「新刊、楽しみにしてます」と声をしぼり出す。挨拶を終えてスペースに戻ると、時計の針は十一時を指そうとしていた。

        「そろそろはじまるかも」

        「き、緊張します」

        「大丈夫。あたしが保証するよ」

        　そう言って手をつないでみせると、陽華はそっと指先を絡めてきた。

        　やがて――開場のアナウンスが流れはじめる。

        　ぱちぱちと拍手の海が響いて、人の波がどっと押し寄せてくる。

        　両隣のスペースに行列ができると、あたしたちは覆い隠されてしまった。不安がる陽華をなだめて、それでもあたしは疑いもせずに時を待つ。立ち止まった人影に笑いかけては「どうぞ。読んでください」明るい声をあげる。「大丈夫だから」と相棒に笑いかけては、脈打つ心臓を抑え込もうとする。

        　すべては、あたしたちの世界のため。

        　最初の一ページが開かれる瞬間を求めて――

        「……あやめちゃん」

        「大丈夫。大丈夫だから」

        　あたしは相棒が見守るなか、最後まで笑顔を作り続けた。




        第三章『想いは三位一体』

        　

        　

        　

        　――開場とともに〝相思相愛〟のスペースには長蛇の列ができた。

        　慌てて最後尾札を作りながら、あたしは陽華に売り子を任せてバタバタと駆けだす。同人誌は見る間に売れて、あっという間に『完売』してしまった。あたしたちはハイタッチをして喜ぶと、ふたりでコミティアを巡る。

        　百合作家さんはみんな〝黒咲ぱんだ〟のことを知っていて「新刊、すごくよかったです」なんて声をかけてくれた。でもあたしは誘われた打ち上げを断って、陽華と夕方のプロムナードを歩いた。

        　そして無人の遊歩道で、あたしは相棒とキスをかわす。もうあたしたちは恋人だから、ごく自然な流れだ。終わることなく陽華の甘い唇を味わうと、世界の解像度が落ちていく――そこでようやく、あたしは夢を見ていることに気づいた。

        「紫藤。また寝てるのか」

        「……起きてるよ。授業終わった？」

        「とっくにな」

        「そっか」

        　あたしは身を起こすと、かすれた視界に香乃の姿を映す。

        　放課後の教室は騒がしく、みんな机を片づけて大きな空間を作りはじめていた。今日も文化祭の準備をするのだろう――ちらりとクラスメイトを見やると、そのなかに陽華の姿もあった。

        　絵里と楽しそうに笑う彼女は、もう〝陰子〟じゃない。

        　文化祭の出し物が『カフェ』に決まると、陽華はその腕を買われて看板の制作を任された。今やクラスの誰もが、彼女の絵を知っている。隠さなくてもいい。自分らしくあれる場所を、相棒は才能だけで作りあげてしまったんだ。

        「ぼうっとするな紫藤。今日は準備、手伝ってもらうぞ」

        「ごめん。あたしバイトあるから」

        「またか？　このところ毎日だぞ」

        「シフトが厳しくてね」

        「……それなら仕方ないが」

        「ごめん。ちゃんと当日は協力するから」

        「頼むぞ」

        　香乃はため息をついて離れると、教室を仕切りはじめた。

        　あたしは彼女の後ろ姿を眺めながら、薄っぺらいカバンを肩に引っかける。文化祭の準備を手伝わないあたしを見て、クラスの何割かが不満そうな顔をしていたけれど、気にしている暇はない。教室から出ると、あたしは吐息をもらして帰路につこうとした。

        「――あやめちゃん」

        　そこに声がかかる。相棒の陽華だ。

        　振り向くと彼女は、不安げにこちらを見つめていた。

        「陽華。ごめんね。文化祭手伝えなくて」

        「それは大丈夫です。忙しそうですし」

        「……最近、人が足りないみたいでさ」

        「そうなんですか。あの。大丈夫ですか？」

        「大丈夫だよ。安心して」

        「は、はぃ」

        　優しく陽華に笑いかけて、あたしは踵かかとを返そうとした。

        　でも彼女は制服の裾をつまんだまま、行く手を阻もうとする。

        「あやめちゃん」

        「うん。どうしたの？」

        「コミティアのネームは、どうですか？」

        　陽華はじっとあたしを覗のぞき込み、瞳を揺らしていた。

        「大丈夫。そっちもやってる」

        「そう、ですか」

        「うん。文化祭が終わったら、ちゃんと見せるから」

        　そう言って陽華から逃れると、今度こそ足早に廊下を進む。

        　視線を感じても振り向かず、あたしは角を曲がって階段を駆け下りた。きっと陽華は心配なんだろう。最近、文化祭の準備のせいで、漫画制作は止まっている。各自で作業。当面はあたしのネーム待ち。そんな状態が数週間も続けば、誰だって心配するのはわかっている。でも――

        「大丈夫。あたしは大丈夫だ」

        　気合いを入れて独りごちると、すぐに自宅へ向かう。

        　バイトなんて嘘だった。相変わらず週三回はシフトに入っているけれど、今日は休みであたしは帰宅部だ。本来なら文化祭の準備を手伝うべきで、こんなのはただのサボりだ。それでも――あたしには、今どうしてもやるべきことがあった。

        　まだ暑い太陽がうっとうしい。

        　飛び交う九月の蝉せみが、夏の協奏を続けている。

        　時間は止まったまま、八月二十五日から一歩も進んでいないようだ。

        　通学路をひとり歩き、あたしは先日のコミティアの結末を思い出していく。




　

        　

        　

        　――あたしたちの漫画は売れなかった。

        　頒布数はわずか二部。それも両隣のサークルさんが、挨拶代わりに手に取ってくれただけ。通路を行き交う人々は見向きもしてくれず、最初の一ページさえ開いてくれることはなかった。

        　あたしは「大丈夫」と繰り返していたけれど、実際はなにも大丈夫じゃなかったんだ。調子のいいことを言って漫画を描かせておきながら、あたしは陽華に新しい世界を見せることはできなかった。

        　帰り道。あたしたちは無言でイーストプロムナードを歩いた。人でごった返す遊歩道は進みづらく、不自然な沈黙が心を刺す。それは陽華も同じだったんだろう。やがて彼女はポロポロと涙をこぼし、立ち止まってしまった。

        「陽華」

        　声をかけても、相棒は悲しそうに泣き続けている。あたしは彼女をベンチまで誘導すると、いつもどおり口を開いて――言葉を失った。どう考えても「大丈夫」じゃなかったからだ。それならあたしは、なんて声をかけるべきだろう……「最初だから仕方ないよ」「こういう時だってあるよ」薄っぺらい言葉が脳裏をかすめるたび、自分が情けなくなる。相棒が悲しそうに泣いているのに、あたしはまだ楽観的でいようとしていたんだ。

        「……あやめちゃん」

        　もっとやれることはあったはずだ。

        　こうならないために、できることはあったはずだ。

        　込みあげる後悔とともに、心が噴きあがる。陽華を二度と悲しませないために、あたしができること。その一つの答えに辿たどり着くと、相棒の手を掴つかむ。

        「あのさ」

        「っは、はぃ」

        「秋のコミティアに出よう」

        「っあ、あやめちゃん。でも」

        「今度は絶対に大丈夫にする。もう一度、陽華とやりたいんだ」

        　想いに任せて、あたしは言葉を重ねる。もう二度と陽華を傷つけたりしない。泣かせない。そう深く心に刻みながら、燃えるような悔しさを噛かみしめる。

        「もう一回、挑戦してみよう」

        「あやめちゃん……わ、わたしでよければ」

        　そう言って涙をぬぐう陽華を、あたしは強く抱きよせた。

        　鳴り響く鼓動を合わせながら決意を滾たぎらせていく――もうコミティアに出ることは目的じゃない。陽華に新しい世界を見せるために、あたしは本気でやる。あたしの前を通り過ぎた人々が、振り向いて目を見開くような百合漫画を作って、最後に『完売』の札を立てるんだ。

        　そうすれば陽華は悲しまない。泣かない。ずっと一緒に漫画を描いてくれる。そばにいてくれる。だから――あたしは最高の物語を作る必要があった。

        　陽華が文化祭の準備で忙しいうちに、新しいネームを作る必要がある。でないと秋のコミティアの開催日、十一月二十四日には間に合わない。ただでさえ遅れているのに、これ以上待たせるわけにはいかない。

        　自分の部屋に戻ると、あたしはさっそく机に向かった。

        　新しいコピー紙を引っぱり出して、まずはプロットに取りかかる。今さらプロットかと自嘲するも仕方がない。シャーペンを握った拳の横には、物語の残骸が溜たまっていたのだから……

        　あたしは行き詰まっていた。

        　真っ白なコピー紙を前に目を閉じると、売れ残った在庫の段ボールが浮かぶ。

        　思考がぐちゃぐちゃにかき回されて、うまく物語が想像できない。

        　誰もが求めるような最高の物語。それはなんだろう。手掛かり一つなく、途方に暮れる――結局シャーペンを放り出したあたしは、これまでの残骸を読み直すことにした。途中まで書いたもの。プロットから進んでいないもの。考え直せばなにかが掴つかめるかもしれないからだ。

        　でも読み返していくと、ますます頭はめちゃくちゃになっていく。姉妹制度のある学園モノ。社会人百合。おねロリ。ラブコメディ……人気ジャンルの上っ面を撫なでたような、文字どおりの残骸ばかりが並んでいたからだ。

        　これで本当にいいんだろうか。

        　時間が過ぎていくばかりで、心が焦っていく。

        「大丈夫」

        「大丈夫だ」

        「あたしなら書ける」

        　独り言を呟つぶやいて、あたしは次々と人気の百合漫画を思い浮かべた。

        　似たような話をいくつもでっちあげてみるも、しっくりこない。なにかが足りなくて、核心には至らない。「これで大丈夫なんだ」と鼓舞しても、心のどこかにある疑念がぬぐえない。なにが面白くて、どこがつまらないのか……それさえもわからなくなって、物語の残骸は日に日に数を増して積み上がっていく。

        　やがて文化祭の日を迎えても、あたしのなかに確証は生まれなかった。

        　みんなが求める至高の百合漫画。それはなんだろう？　無限に思える迷宮に果てはなく、かすんだ目をこすっても道はない。あたしは物語を作ることができないまま、失意とともに通学の準備をはじめた。




　

        　

        　

        　あたしたちの高校は歴史が古く、文化祭は地元住民も参加できる形式をずっと続けている。校門には巨大なアーチ状の看板がかかげられていて、入り口には既に行列ができていた。

        　眠い目をこすって教室へ向かうと、見事に飾り付けられた看板が見えてくる。大きなパンケーキの絵は、陽華が描いたものだろう。あたしはサボってばかりだったけれど、みんながんばってこの日を迎えたのだ。

        「おはよ。彩芽」

        「遅いぞ紫藤。早く着替えてくれ」

        　親友に手をあげて挨拶すると、香乃は忙しそうに紙袋を手渡してくる。

        「着替えって、なにこれ」

        「今日の制服だ」

        　袋のなかには、一着のメイド服が入っていた。

        「こんなの着るの？」

        「ちょっと。それ私が作ったんだからね」

        　むっとする絵里に急せかされ、あたしはしぶしぶトイレで着替えをする。白いフリルのついた真っ黒なメイド服は、サイズが小さくてスカートも短い。こんな格好で一日働くことを思うと、どんどん気が滅め入いってくる。

        「似合ってるじゃないか」

        「彩芽かわいい」

        「やめてよ。こんなヒラヒラした服」

        「すぐに慣れるさ。今日は奴隷のように働いてもらうからな」

        「へいへい」

        「しっかりね、彩芽」

        　あたしのローテンションはどこ吹く風で、親友は楽しげに笑う。クラスも文化祭のはじまりを前にして熱気に包まれているようだ。

        　色とりどりに飾られた壁。カウンター席とボックス席に分かれた構造。机にはクロスが敷かれ、雰囲気はちゃんと『カフェ』になっている。キッチンはないけれど、どこから持ってきたのかコンビニの保温ケースがレジの裏に置いてあった。話を聞けば、家庭科室で作ったものをここに運んで提供するらしい。

        　手作り感満載。でも本物に近づけようと、しっかり工夫されている。

        　どこかコミティアの設営を思い出す風景だった。じっと眺めていると、心が揺れる。あの夏のコミティアで、しっかり設営をしておけば……連日の寝不足のせいか、そんなことをうじうじと考えてしまう。

        「……あやめちゃん？」

        「あ。陽華」

        「大丈夫ですか？」

        　心配そうに顔を覗のぞき込む陽華に、あたしは笑いかけた。

        「大丈夫。そろそろはじまるね。準備しなきゃ」

        「はぃっ」

        　彼女は今日、一緒に給仕へ回ってくれるらしい。

        　フリル付きの黒いメイド服がよく似合っていて、あたしはなんだか落ち着かない気持ちになる。ふわりと舞うスカート。一つにまとめた長い髪。伏し目がちな美貌は今日もあざやかで、吸い込まれてしまいそうだ。

        「制服、似合ってるね」

        「っう。あやめちゃんこそ」

        「そうかな。あたしにはちょっと」

        「似合ってますよっ」

        　肘で突きあって笑いながら、あたしたちは文化祭のはじまりを待つ。

        　やがてチャイムとともに校門が開くと、すぐに教室にも人が流れ込んできた。その多くは地元の住民で、他の学校の生徒も混ざっていた。席はあっという間に満席となり、至るところから店員を呼ぶ声がする。

        「パンケーキセット四つね」

        「よ、よっつ、ですね。わかりました」

        「ねえ。水くれない？」

        「えと。水……しょ、少々お待ちくださいっ」

        　陽華はぎこちない笑顔を浮かべて、大変そうに駆けまわっていた。

        　あたしもサボった分は働かないとまずいだろう。寝不足でかすんだ目をこすり、手のあがった席へ注文を取りにいく。バイト先のファミレスと比べたら仕事は単純で、暇を作るのは簡単だった。

        　あたしは隙を見て白紙の原稿を脳裏に浮かべる。

        　頭のなかでアイデアを練って、少しでも物語を作ろうとあがく。

        　誰もが足を止める最高の物語。それはなんだろう。手に取ってもらえさえすればいいのか。それとも中身を読んで感動してほしいのか。完売すればいいのか。それともＳＮＳに感想を書いてほしいのか。

        　一体なにを目指せば、あたしは最高だと認められるんだろう。

        　しっくりこない。なんだか違う気がする。そんなことばかり気になって、なにを作っても認められない。この状況を打開するには、なにが必要なんだろう――接客を続けながら、あたしは漫画のことを考え続けた。文化祭が終わるまでに答えを掴つかみたい。そんな切実な思いとは裏腹に、時間はすぐに流れ落ちていった。

        「大丈夫？　彩芽。顔が真っ青だよ」

        「うん。ちょっと寝不足なだけだから」

        「あとの片づけは男子がやるから、今日は休んでくれ」

        「了解。そっちは？」

        「アタシたちもちょっと手伝ったら帰るよ」

        　文化祭が終わると、あたしと陽華は先にお役御免となった。

        　まだ片づけは残っているものの、そちらは昼間遊んでいた男子に任せるようだ。

        　着替えを済ませて陽華と校庭へ出ると、校門にかかげられた看板が崩れ落ちていくのが見える――文化祭は、終わってしまった。結局、あたしは物語を間に合わせることができなかった。

        　プロット一つ立てられず、ネームは真っ白のまま。

        「あやめちゃん。大丈夫ですか？」

        「体調は、大丈夫。でもごめん。まだネームが」

        「気にしないでください」

        「予定を考え直して、絶対に間に合わせてみせるから」

        　あたしは笑ってみせたけど、陽華は不安そうに瞳を揺らしている。

        　大丈夫――そう何度言ったところで、状況がよくないのは明らかだ。それでも諦めたくない。あたしは陽華にもう一度笑いかけて、取り繕おうとする。

        「大丈夫だから」

        「……でも」

        　陽華は悲しげに目を伏せると、あたしの制服を掴つかんだ。

        　思わず彼女の顔を覗のぞき込む。泣かせてしまったかと思ったからだ。でも陽華は頬ほおを赤くして、唇を震わせているだけだった。

        「どうしたの？」

        「あの、あやめちゃん。わたしと」

        「うん」

        「で、デートしませんか？」

        「……えっ？」

        　思わず聞き返すあたしに、陽華は恥ずかしそうに言葉を重ねた。

        「前にわたしが描けない時、あやめちゃんはデートしてくれました。だからデートすれば解決……できるんじゃないかと……」

        「な、なるほど。どこへ行くの？」

        「えと。ゆ、遊園地とかっ。気分転換になるかもしれません」

        　消え去りそうな声で呟つぶやく相棒を前に、あたしは考え込んでしまう。

        　正直に言って時間はない。でも相棒の提案だ。簡単に断ることもできない。迷宮の出口は見えないまま。がむしゃらに考え続けたとして、答えが見つかるとも思えなかった。

        「――わかった。じゃあ今度の日曜日に」

        「はいっ。えっと場所は」

        「近いのは《長島ランド》かな」

        「じゃあ、それでっ」

        　焦り気味に答える陽華を尻目に、あたしは安あん堵どの吐息をもらす。

        　これで日曜日まで猶予ができた。もし難しくても、遊園地へ行けばなにか見つけられるかもしれない。そういう期待もある。なにより……

        「遊園地かあ。久しぶりかも」

        「その。実はわたし。初めてなんです」

        「あれ？　そうなんだ」

        「だから行ってみたくて」

        「じゃあ行こうよ。きっと楽しいから」

        　あたしは陽華と遊びに行けることが嬉うれしかった。

        　苦いコミティアの記憶が最後にならなかったことで、あの日の決断が間違っていなかったことを確信する。やっぱりこの道は間違ってない。間違ってないんだ。

        　だとしたら――陽華とデートの計画を練りながら、あたしは脳を冒す苦悩と闘いはじめる。

        　誰もが認める最高の物語。それはなんだろう？

        　原作者のあたしは、相棒にそれを捧げる必要がある。そうでなければ、あたしがいる意味はない。一緒に漫画を描こうって誘ったあたしが、責務を果たせなくてどうする。陽華をまた悲しませるだけ。そんな結果には、絶対にしたくない。したくないのに――刻一刻と、容赦なく時間は削れていく。

        　物語の残骸は五十を超えて、頭のなかはぐちゃぐちゃだ。

        　確証は生まれない。出口が見えない。明け方の空を迎えては、こぼれる涙をぬぐう。誰もが認める最高の物語。それはなんだろう？　答えがないとわかっている問いを、あたしは繰り返すしかなかった。

        　やがてカレンダーが日曜日を示すと、あたしは陽華とのデートに意識を逃がすことにする。遊園地でなにかが見つかることを、もう神に祈るしかなかった。




　

        　

        　

        　《長島ランド》は、絶叫系のアトラクションが有名な地元の遊園地だ。メインゲートのうえには超巨大なジェットコースターがあって、見あげるとすごい速さで列車が駆け抜けていく――あたしはアトラクションを見あげる陽華の肩を叩いて、入場ゲートを指さす。

        「とりあえず入ろっか」

        「はい。今日は、よろしくお願いします」

        　相棒はぺこりとお辞儀をして、ごく自然に手を差し伸べてきた。茶色いチェックのロングワンピースを着た相棒はかわいくて、今日も周囲の視線を集めている。対するあたしは藍色のガウチョにボーダーシャツという簡素ないでたち。手をつないで並び立つと、なんだか不釣り合いな気がして恥ずかしい。

        「まずはチケット買わなきゃね」

        「そ、そうですね」

        「今日は楽しもうね」

        「はぃっ」

        　あたしたちは指先を絡めあうと、チケット売り場を目指した。

        　無事にゲートをくぐると、目の前に現れたのはジェットコースターだ。隣にはスペースショット。バイキング……そしてまたジェットコースターが並ぶ。背の高い観覧車の向こう側には、真っ白なレールの超巨大なジェットコースターの姿もある。あまりの絶叫系アトラクションの充実ぶりに、あたしたちはおどろいて固まってしまった。

        「あ、あやめちゃん。もしかして……あれに乗れるんですか？」

        「乗れるけど、無理はしないほうがいいかも。子供向けのコーナーもあるし」

        「そうですか。で、でもちょっとだけ……乗ってみてもいいですか？」

        「え。いいけど、どれがいいの？」

        「あれですっ」

        　そう言って陽華が指さしたのは、ゲートのうえにあった巨大ジェットコースターだった。その名も《スチールドラゴン２０１９》世界最大とも呼ばれる、最高部一二〇メートルの化け物だ……あたしは頬ほおをひくつかせ、陽華の笑顔を見つめる。

        「一度、乗ってみたかったんです。ジェットコースター」

        「だからって、いきなりあれ？　いやもっと他に」

        「あれがいいんですっ」

        　陽華はぐっとあたしの腕を引くと、ふらふらとスチールドラゴンへ吸い寄せられていく。まるで縁日の時と同じだ。どうやらあたしの相棒は、興味に対してどこまでも素直らしい。

        　真っ赤な列車に乗り込み、安全バーを倒す。

        　目の前に広がるレールのゆくえを見て、あたしは大きく吐息をついた。陽華はうずうずと身体を揺らし、走りだすのを待っているようだ。やがてチェーンリフトに引っ張られ、車体が天空へ向けて進みはじめる……頭のなかの原稿はなにも進んでいないのに、列車はどこまでも高く高く引っ張られていく。

        「あやめちゃん」

        「な、なに？」

        「今日は気分転換、ですよ？」

        　そう言って陽華は、あたしの手を強く握りしめた。

        　列車はもう急降下を目前にして、真っ青な空に浮かんでいる。戸惑いの果て、唾を飲むと――圧倒的な恐怖が、浮遊感を伴って突き刺さる。上下左右から襲ってくる危険信号に頭がおいつかない。涙が散るたび、口からとめどなく悲鳴がもれる。やがて脳裏にひそむ原稿の存在さえ消きえ失うせて――気づくと乗り場の前で、あたしは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

        「……すごく速かったです。びっくりしましたっ」

        「そ、そうだね」

        「もしかして、苦手でしたか？」

        「えぇと。そうかも」

        　込みあげる吐き気と戦いながら、あたしは頬ほおをひきつらせた。

        　半ばから記憶がない。恐怖だけが何度もフラッシュバックして脳を焦がす。勝手に震えはじめる身体を抱きしめて陽華を見やると、彼女は笑って遠くを指さした。

        「次はあれに乗りたいですっ」

        「えっ。だ、大丈夫。と言いたいところだけど……」

        　大きなバイキングを凝視して、あたしは一歩下がった。

        「よ、陽華だけ行ってきなよ。見てるから」

        「でも」

        「あたしはちょっと休んでるから」

        「わかりました。すぐ戻りますからっ」

        　駆けだす陽華の後ろ姿を見送り、へろへろとベンチに倒れこむ。

        　やがて揺れはじめる海賊船は、予想に反し三六〇度の回転を繰り返す。地獄から湧き出たような悲鳴を前に……乗らなくてよかった……そんなことを思いながら、遊園地を見わたして吐息をつく。

        　思ったより人が多い。遊園地は定番のデートスポットだからか、家族連れの他にはカップルが多い。集団で来ている人も、男女のグループがほとんどだ。あれは噂うわさに聞くダブルデートというやつだろうか……興味深げに二組のカップルを眺めて、あたしはふと考え込む。

        　遊園地。この場所を題材とした百合漫画はどうだろう。

        　なにか面白いことができないだろうか。脳裏に浮かぶ白紙の原稿に、シーンの欠かけ片らが生まれる。でも……これが最高の漫画かはわからない。自信がなくて、すぐに考えるのを止める。

        「あやめちゃん。終わりました」

        「そっか。次はどれに乗りたいの？」

        「あれですっ」

        「今度は一緒に乗ろう」

        「はいっ」

        　暗い気持ちを笑顔で隠して、あたしたちは遊園地を巡った。

        　スペースショット。メリーゴーランド。コーヒーカップ……定番のアトラクションを渡り歩きながら、陽華と指先を絡めあう。黒髪から甘い香りが届くたび、あたしは頬ほおを熱くして戸惑った。

        　よく考えたら今日のデートに〝設定〟はない。あたしたちは漫画を描く相棒なのに、周りのカップルと同じように今、ふつうのデートをしているんだ。そう思うと、胸が急に苦しくなる。鼓動が速くなって、陽華の唇を覗のぞいてしまう。

        「あやめちゃん。また漫画のこと」

        「ごめん」

        「気分転換ですよっ」

        「うん。次はどうしようか？」

        　あたしは陽華を、ずっと意識していると思う。それが恋なのかわからないけれど、心のなかで独り占めしたいと思っている。気軽に「好き」と言える勇気もないまま、相棒という言葉で、彼女を縛ろうとしている。そんな気がする。

        「そろそろ観覧車に乗りたいです」

        「じゃあ行こっか」

        「はぃっ」

        　あたしは不純な心を隠して、陽華の腕を引いた。

        　夕焼けに染まる観覧車へ向かって、ゴンドラに向かい合って座る。ガチャンと戸が閉まると、遊園地の喧けん噪そうは遠くなっていった。あたしたちは窓から景色を眺めて、ゆっくりと進むゴンドラに身を委ねた。

        　この観覧車の乗車時間は、約十五分。入り口の看板に書いてあった。だとしたら、なにか話をしたほうがいいだろう。わかっているのに、言葉は出てこない。楽しい話がしたいのに、頭のなかには苦悩しかなかったからだ。漫画のこと。陽華との関係のこと。どれも悩みばかりで、陽華には見せたくない……あたしは窓から見える遊園地を見つめて、深い吐息をもらしていた。

        「――あやめちゃん」

        「っな、なに？」

        「お話をしても、いいですか？」

        　陽華に視線を向けると、彼女は優しく微ほほ笑えんでいた。

        「どんな話？」

        「わたしの話です」

        「陽華の？」

        「伝えたいことがあるんです」

        　雲を抜けた夕陽が急に眩まぶしくなって、あたしは目を細める。

        　頷うなずいて続きを促すと、相棒は落ち着いた声で、ゆっくりと語りはじめた。

        「……あやめちゃんに会うまで、わたしはずっとひとりでした。家にいても学校にいても、ひとりぼっちでした。あやめちゃんがいなかったら……今の生活はなかったと思っています」

        「そんなことないよ。たまたま、あたしだっただけで」

        「違います。だってあやめちゃんは漫画を描こうって言ってくれました。わたしはそれが本当に嬉うれしかったんです。だって、ずっと描けないと思っていたから」

        　目を伏せた陽華は、あたしへ向けて言葉を重ねていく。

        「ねぇ、あやめちゃん。あやめちゃんはいつも、新しい世界を見せたいって言ってくれるけど……わたしはもう新しい世界を見せてもらっています」

        「まだこれからだよ。あたしは陽華に」

        「はい。わかっています。だってわたしは一番見たい世界を、まだ見せてもらってないんですから」

        　言葉を遮って微ほほ笑えむ陽華を眺めて、あたしは瞳を揺らす。

        　陽華の見たい世界。それはなんだろう？　あたしが見せたい世界と陽華の見たい世界は、違うんだろうか……不安が胸を刺して、唇が震えていく。

        「陽華は」

        「はい」

        「どんな世界が見たいの？」

        　本当は聞きたくない。聞くのが怖い。

        　でも慎重に唇を開いて、おそるおそる問いかける。

        　怯えるあたしに陽華は微ほほ笑えんで――手のひらを差し伸べた。

        「あやめちゃんの世界です」

        「あたしの、世界？」

        「はい。あやめちゃんが今悩んでいること、わたしは知ってます。ずっとがんばっていることも……だからわたしは、あやめちゃんの世界が見たいです。苦しんでいること。こわいこと。不安なこと。ぜんぶ教えてほしいです」

        「それは――」

        「お願いします。だってわたしはあなたの〝相棒〟なんですから。わたしはもっと早くに知っていないといけなかったんです――あなたのことを」

        　陽華はあたしの手を掴つかむと、身を乗りだして視線を合わせてくる。

        　もう目をそらすことはできない。

        　誤ご魔ま化かすことも。笑い飛ばすことも。

        　突き刺すような瞳に晒さらされて「大丈夫」まで封じられてしまう。

        　あたしはもうなにも、なにもできなくて。涙一つ我慢することさえできず、戸惑いを指先で伝えた。こんな姿は見せたくなかったのに。あたしは陽華の前で、強い人間でいたかったのに……情けない姿を暴かれて、感情を吐き出していく。

        「――わからないんだ」

        「あやめちゃん」

        「みんなが読んでくれるような漫画の作り方がわからない。あたしにはわからなくて……ずっと考えていたけど、どうしても作れなくて……でも陽華には頼れないと思ってた。だってあたしは漫画の原作者だから……頼ったらあたしがいる意味が、ないと思って……頼れなかった……」

        「そんなことないです。わたしたちは、ふたりでひとり。だから関係ないです」

        「でもそれじゃ頼ってばかりで」

        「それでいいんです。だってわたしは、あなたと漫画が描きたいんですから」

        　あたしをぎゅっと抱きしめて、陽華は優しくささやく。

        　ゴンドラがかたむいても構わず、涙をすくい取って微ほほ笑えんでくれる。

        「陽華は、あたしと漫画が描きたいの？」

        「はい。わたしはあやめちゃんと漫画が描きたいです。明るくて優しくて、いつも新しい世界を見せてくれる。諦めそうな時も励ましてくれる。まだできるって教えてくれる――わたしはそんなあやめちゃんが、好き。大好きです。だからわたしは、あなたの相棒でいたい……ずっとずっと。そばにいたいです」

        　夕陽に照らされた頬ほおを赤く染めて、陽華はあたしに勇気をくれた。

        　胸に溜たまった毒が抜けていく。沸々と心が沸き立って、燃える想いが蘇よみがえっていく。抜け落ちた涙のかわりに、知らない力が身体の奥を震わせていく。

        「……陽華。あたしもずっと陽華と漫画が作りたい。でも今、どうしてもわからないことがあるんだ。だから……一緒に考えてほしい」

        「もちろんです。だってわたしは、あなたの相棒なんですから」

        　少し寂しげに笑う相棒を見つめて、あたしは本心を伝えようか迷う――でも今は言わないことに決めた。今は百合漫画のことが先決だから、我慢するしかない。

        「最初から説明するね。陽華の意見が聞きたいんだ」

        「はい。ふたりでいっぱい考えましょう」

        　夕闇に沈む遊園地をあとにして、あたしたちは作戦会議をはじめる。

        　原稿は白紙。再起を賭けた秋のコミティアまで、あと二ヶ月。中間テストも間近に迫り、猶予はない。それでも陽華と諦めないことを誓いあうと、あたしはどんな障害も乗り越えられるような気がした。




　

        　

        　

        「それでは、読みますね」

        「うん。お願いします」

        　陽華はあたしの部屋に来ると、物語の残骸を読みはじめた。

        　誰もが足を止めてページを開く、最高の百合漫画。それを目指して積み上げた五十を超える残骸を、あたしは陽華にすべて見せることにしたのだ。

        　待っている間、あたしもまた久しぶりに百合漫画を読むことにした。手に取ったのは、つい最近完結を迎えた大人気の百合漫画だ。大好きな作品だから、読み返すとすぐに心は震えて、ふやけそうになった。

        　女の子同士が自然と惹かれあって、やがて恋をする。そんな世界を覗のぞき見て、あたしの心は満たされてしまう。「尊い」「エモい」そんな言葉でしか表せないこの感じ――それを思い出して、あたしは自分の間違いに気づいてしまった。

        　忘れていたんだ。

        　あたしが描きたいのはこの感じなのに。

        　百合と冠された、百合を楽しめる漫画。それこそが百合漫画で、どの漫画にも違った〝最高〟がある……そのはずなのに。あたしは誰かに読んでもらいたい一心で、奇抜なものばかりを考えていた。

        「あ、あやめちゃん。読み終わりました」

        「ありがとう。率直な感想を、聞いてもいいかな？」

        「わかっています」

        　陽華は頷うなずくと、数秒の沈黙のあと頬ほおを膨らませる。

        　もうあたしにもわかっていた。相棒の言いたいことは一つしかない。

        「わたしは」

        「うん」

        「好きじゃなかったです」

        「やっぱり？」

        「はい。だって百合漫画なのに……百合があまりにも」

        「ないよね」

        「ないです」

        　断言する陽華を見て、あたしは不具合を再認識する。

        　そう。あたしが作った物語の残骸に共通するのは、百合漫画なのに百合要素がほとんどない――という致命的な構成ミスだった。

        　表面上は学園モノや社会人百合、おねロリといったものを扱ってはいる。けれど設定や物語性を重視するあまり、キャラの関係性がほとんど描かれていなかった。

        　これを百合漫画として評価するのは難しい。今は素直にそう思う。

        　あたしは袋小路へ迷い込んでいたんだ。

        「前回の【だれもしらない】についてはどう思う？」

        「わたしは好きですけど……」

        「あたしも好き。でも手に取ってはもらえなかった。理由があると思う」

        「そ、そうですね……もう一度、読んでみましょう」

        　段ボールから同人誌を引き出して、ふたりで一ページずつ読み返していく。

        　プロの百合漫画を読んだ直後だからか、甘さは目立つ。反省点もたくさんある。

        　それでもやっぱり、あたしはこの百合漫画が好きだと思う。

        「難しいことは、わからないですけど」

        「なんでも話してみよう。陽華はどう思った？」

        「えっと……インパクトが薄いかもとは思いました」

        「確かに。読んでみれば好きだけど、これを手に取るかはわからないな」

        　あたしたちは頷うなずきあって、反省会を続ける。

        　絵のこと。話のこと。原作と作画の垣根を越えて、弱点を探っていく。

        「やっぱり一番は、小説っぽいことかもしれないです」

        「あたしもそう思う――漫画だったら、もっと派手でいいかも」

        　そう言って反省点を書いていくと、やがて最高の百合漫画の正体が見えてくる。

        　インパクトがあってわかりやすく、かつ関係性を重視した百合漫画。

        　ふたりの認識は、大体そんなところでまとまりつつあった。

        「そういえば、陽華はどの漫画が好きなの？」

        「わ、わたしですか。えっと……こ、これとか好きでした」

        　そう言って陽華が手に取ったのは、記憶喪失を題材とした百合漫画だ。

        　暗くなりがちな題材に〝あかるい〟と冠し、コメディタッチで描かれた逸品。

        　あたしも大好きな百合漫画だから、少しテンションがあがる。

        「わかる。面白いよね。インパクトもあるし」

        「内容もわかりやすくて、すごく百合だと思います」

        「他には？　どれが好き？」

        「えっと――」

        　好きな百合漫画の名前を挙げてみると、ふたりの好みも明らかになってくる。

        　陽華は明るくてハッピーな百合が好きで、切ない話は苦手。反面あたしはストライクゾーンが広く、シリアスな作品も好んで集めていた。

        「な、なんだか、こうやって話してみると」

        「あたしたち、けっこう違うね」

        　顔を見あわせて笑うと、あたしは大きくため息をついた。

        　今まで好みの違いさえ知らずに、陽華とコンビを組んだつもりになっていた。

        　こんな状態でお互いの強みを活かせるとは思えない。あたしたちは、まだはじまってさえいなかったんだ。

        「やっぱり、わたしは好きなものを描きたいです」

        「それだけじゃ、手に取ってもらえるものにはならないよ」

        「中身がなかったら意味ないと思います」

        「そうは言うけど、読んでもらえてこそじゃん」

        　陽華のとの話し合いは、意見の対立を生んで激化していく。

        　好きなもの。読まれるもの。面白いもの――三つの概念のうちどれを重視すべきか。ふたりの議論は平行線を辿たどりはじめていた。

        「陽華は読んでほしくないの？」

        「それは読んでほしいですけど……わたしだって描きたいものと描きたくないものがあります。好きな世界じゃなかったら、わたしは描きたくないです」

        「っう。そ、そっか」

        「そうですよ。読んでもらえるとか面白いとかより、好きなものを描きたいです。でないとわたしは描きたくないです」

        　頬ほおを膨らませて首を振る相棒に、あたしは吐息をつく。

        　目指すべきものが三つあることはわかったけれど、一体どれを選べばいいのやら。

        　どんなに意見をかわしても、陽華は「好きな世界じゃないと描きたくない」という部分をゆずらない。

        　結局、答えは出ないまま。

        　やがて中間テストを迎えて、あたしたちは試験対策に追われていく。

        　プロットは遅々として進まず、議論は低空飛行を続けた。『読まれる』『好き』この二つがせめぎ合って、一向に『面白い』が生み出せない。どうすれば、あたしたちは進化できるんだろう？

        　新たな謎に困惑している間にも、カレンダーは時を刻み続ける。

        　中間テストがはじまると漫画の話さえできなくなって、あたしたちは余裕をなくしていった。

        「――はい。それまで」

        　今日も先生の無情な声が響く。

        　教室にため息がこぼれて、あたしはげっそりと顔を歪ゆがめる。

        「解答用紙を後ろから前へ渡して集めてください」

        　漫画のことばかり考えていたから、もちろんテストは最悪。赤点が何個もらえるか今から楽しみだ――やけくそな思いで机に突っ伏していると、笑みを浮かべた親友たちが近づいてくるのが見えた。

        「紫藤。テストの調子はどうだ」

        「香乃ったら。見ればわかるでしょ」

        「だろうな」

        　余裕の表情で笑う香乃に舌打ちして、あたしはやれやれと身を起こす。

        「ふたりはどうだったの。文化祭と部活で忙しかったじゃん」

        「余裕だよ。今回は簡単だったしな」

        「だね。肩すかしっていうの？」

        　香乃と絵里は顔を見あわせて笑っている。

        　まったく普段は気のいい親友も、テストのあとだけは嫌なヤツになる。ふたりは部活に命を捧げながらも、テストの結果は常に学年トップを維持している。

        「あやめちゃん」

        「陽華。テストどうだった？」

        「えぇと、あんまり……」

        「お。朝倉は赤点組か？　よかったな紫藤。仲間がいて」

        「うるさいな。調子に乗りすぎ」

        　あたしたちはにやりと笑って、互いを突きあう。

        　陽華が羨ましそうに眺めていたから、おまけに彼女も突いてやった。

        「っひゃ」

        「陽華、お疲れ様」

        「は、はぃ……」

        　頬ほおを染めて身をよじる相棒は、今日もかわいい。

        　あたしは気力を取り戻して、ふと気になったことを問いかける。

        「そういえばさ。香乃」

        「ん？」

        「なんでそんなにがんばってるの？」

        「どういうことだ？」

        「部活も勉強も、中学ん時より一生懸命だからさ」

        　雨にも太陽にも負けずに、香乃たちは部活に励んでいる。

        　なのに成績は中学の時と比べものにならない。一体どんな心境の変化だろう。

        　あたしは純粋に気になっていた。

        「そうだな。まあ、今は目標があるだけだよ」

        「目標って？」

        「……警察官になりたいんだわ」

        　香乃は照れくさそうに笑って、絵里の背中を押す。

        「私？　私は声優……言うの恥ずかしいけど」

        　そんな話、初耳だった。

        　あたしは目を丸くして、ふたりの笑顔を見つめた。

        　親友の知らない顔を見て悔しいような寂しいような……そんな気持ちになる。

        「ふたりは、そのためにがんばってるの？」

        「まあな。部活も勉強も警察官になるための布石だよ。将来のことを考えたら、両立しておくに越したことはないしな」

        「なれるかどうかなんて、わかんないしね」

        「両立……将来……？」

        　ぼんやりと呟つぶやいて、ふわりと自分の将来の姿を描いてみる。

        　あたしが目指すのは、陽華とずっと百合漫画が描ける未来だ。いろんな人が漫画を読んでくれて、あたしたちは次々に新しい世界を提供する。それはつまり……どういうことだろう。なにかが引っかかって、言葉にならない。

        「そういえば、朝倉はなにかあるのか？」

        「聞きたいかも。陽華ちゃんは夢とかあるの？」

        　考え込んでいる間に、ふたりは陽華にそんなことをたずねていた。

        　思わず身を乗りだして、あたしは相棒を見つめる。

        　彼女の夢、それはなんだろう。

        「わ、わたしですか？」

        「朝倉はあるだろう。いつもがんばっているからな」

        「うんうん」

        　ふたりに詰め寄られて、陽華は顔を真っ赤にして身を縮めた。

        「……ま、漫画家です」

        「漫画か。朝倉らしいな」

        「いいじゃん。漫画家。アニメ化したら声やらせてよ」

        　呆ぼう然ぜんとするあたしを見つめて、陽華は微ほほ笑えんだ。

        　漫画家。相棒の夢は、あたしの心にすっと馴な染じんでいった。

        　百合漫画を描き続けられる世界を作るには、確かにそれが近道だ。

        　漫画家になれたら、いつまでも百合漫画を描いていられる。

        　あたしたちは、ずっとそばにいられるんだ。

        「香乃」

        「なんだ？」

        「警察官になるために、なんで両立が必要なの？」

        「そりゃ警察官になるには試験も面接もあるしな。それにアタシは陸上が好きだし、勉強も嫌いじゃない。将来のことを考えたら、今から両立するのが一番だよ」

        「そうだね。両立しておけば、なにがあっても生きていけるしね」

        「両立。両立――そうか」

        　ずっと欲しかった言葉はこれだ。

        　気づいた瞬間、世界が音を立てて組み合わさった。

        　それは一本のレールとなり、果てに〝漫画家〟と呼ばれる存在を描く。

        　すべてを両立する。

        　それができれば、きっと。

        「紫藤？」

        「ごめん香乃。あたし陽華と約束があるんだ」

        　薄っぺらいカバンを引っかけ、あたしは陽華の手を掴つかんだ。

        「あやめちゃん？」

        「行こう。ぜんぶわかったんだ。今ならできる」

        　親友が首をかしげるなか、あたしたちは教室を出て駆けだす。

        　すべて理解できた。そういうことだったんだ。軽くなった身体が震えて新しい目標へ向かおうとしている。最短距離を探して頭がぐるぐると回転している。

        「あ、あやめちゃんっ」

        「なにっ？」

        「なにがわかったんですかっ？」

        「ぜんぶだよっ。読まれる。面白い。好き。それは選ぶものじゃない。あたしたちは漫画家になるために〝両立〟しないといけないんだっ」

        　どれかを選んで他を切り捨てる。

        　そんなやり方じゃ描き続けることはできない。

        　漫画家になれたとしても、厳しい世界で勝ち抜くのは難しい。

        　あたしたちが百合漫画を描き続けるためには、すべての両立が必要だ。

        　切り捨てるんじゃない。兼ねそろえる。〝三位一体〟それこそがあたしたちの目指すべき姿だったんだ。

        「行こう陽華。あたしはもう大丈夫だ」

        「あやめちゃんっ――はぃっ」

        　晴れやかな気持ちを抱いて、あたしは陽華の腕を引く。

        　新しい世界を描くイメージが、心から沸々と湧きあがろうとしていた。




　

        　

        　

        「私、キスがしてみたいわ」

        　世間知らずなお嬢様は突然、そんなことを言い出した。

        　またいつもの悪い癖だ――メイドの玲奈はため息をついて「素敵な人が現れるまで待ちましょう」と助言する。しかしお嬢様は頑としてゆずらず、手にしていた旅行雑誌を開く。

        「この場所に行けばきっとキスできるわ。玲奈、付き合いなさい」

        　お嬢様が指さしたのは、国内有数のテーマパークだ。急いで荷物をまとめることになった玲奈は、ため息をつきながらお嬢様を見つめる――彼女は大富豪の隠し子だ。何不自由なく暮らせるかわりに、誰からも求められずに育った。玲奈はお嬢様が幼い頃に出会い、ずっと彼女を溺愛していた。

        　そんな玲奈の想いも虚むなしく、お嬢様はテーマパークのホテルを貸し切ると「キスするまで絶対にここから出ないから」と我わが侭ままを言う。

        　玲奈はそんなお嬢様の付き添いとして、彼女に同行することになる。

        　しかし、お嬢様はテーマパークにあるアトラクションに入るたび、玲奈を困らせたりおどろかせたりと、キスどころではない。

        「なんでキスができないのかしら。こんなに人がいるのに」

        「素敵な人が現れるまで待ちましょう」

        　結局ふたりは遊園地から出られないまま、にぎやかな日々を繰り返していく。

        　ある日、お嬢様は目を離した隙に男たちにナンパされてしまう。お嬢様は疑いもせず、下品な笑いを浮かべる男たちについていこうとする。

        　お嬢様の望みを叶えるには見過ごすしかないが――玲奈は男たちに声をかけ、彼らの真意を暴く。そして大立ち回りを繰り広げて、お嬢様を連れて逃げ出す。男たちから逃れるため、ふたりは観覧車のゴンドラに飛び乗った。

        「どうして邪魔をしたの」

        　怒るお嬢様に、玲奈は〝キス〟という行為が、好きな人への愛情表現であることを教える。するとお嬢様はようやく納得して、それならと玲奈にキスをする。

        　ふたりのキスは何度も続き、戸惑う玲奈は「どうして」とたずねる。お嬢様は夕陽が輝くゴンドラのなかで笑うと「だって私が好きなのは、ずっと前から玲奈だもの」素直な気持ちを言葉にするのだった。

        　それから数日後。遊園地から脱出した玲奈は、今日もお嬢様に朝食を運ぶ。

        　用を済ませて立ち去ろうとする玲奈だったが、扉には奇妙な張り紙がされていた。

        『絶対にキスしないと出られない部屋』

        　お嬢様の悪戯いたずらだ。くすくすと笑う彼女に、玲奈は頬ほおを染めて近づいていく。

        　ふたりは幸せなキスを繰り返して、愛をささやきあうのだった。

        　

        　

        　――以上が、今回の百合漫画のプロットだ。

        　タイトルは【絶対にキスしないと出られない遊園地の百合】

        　以前の漫画に比べ、インパクトをぐっと重視してみた。

        　また陽華の好みも加え、全体の雰囲気をコメディタッチに変更。

        　後半はあたしの趣味全開で組み上げていった。

        　そしてこの漫画の他に、あたしは劇中の遊園地デートを四ページにまとめた番外編を、複数用意する――こちらはＳＮＳに投稿するものだ。

        　〝黒咲ぱんだ〟のＳＮＳアカウントは少し前に作成してあったものの、今はほとんど呟つぶやきもなくフォロワーも少ない。でも逆に、この漫画でフォロワーを増やすことができれば、もれなく全員が漫画の雰囲気を知っていることになる。

        　投稿は創作百合のタグを使って、地道にやっていくことにした。ＳＮＳは今回に留まらず、あたしたちが漫画家になっても必要となるに違いない。

        「……本文四十ページに加えて、ＳＮＳ用の漫画が四本。正直、かなり辛いと思うけれど、もちろんあたしも手伝う。陽華の力を貸してほしい」

        「もちろんです。それにわたし、この漫画好きです」

        「そっか。ありがと」

        「はいっ。完成が楽しみですね」

        　陽華はにっこりと笑って、ネームを何度も読み返してくれる。

        　あたしはその間に、新しく買った数冊の本に手をつけていくことにした。

        　今回、仕上げ作業に入るまでの時間を利用して、あたしはデザインの勉強をすることにしていたのだ。表紙やロゴデザイン、お品書きや当日の設営に至るまで、デザインの知識が必要な場所は多い……前回は適当に終わらせてしまったところにこそ、本当はこだわるべきだった。

        「――漫画の作り方は、前回と同じ形で行こう。陽華は下描きが終わったら、すぐにペン入れに入ってほしい。あがったページから、どんどんパソコンで仕上げをしていくから」

        「わかりました。あやめちゃんお願いします」

        「こっちこそ。ふたりで最高の百合漫画を目指そうっ」

        「はぃっ」

        　あたしたちは頷うなずきあうと、すぐに戦闘準備を開始する。

        　秋のコミティアまで、あと一ヶ月半。でも不安はもう消えていた。

        　だってあたしには陽華がいる。

        　彼女と一緒なら、どんな困難だって乗り越えられる。

        　かわいくて、優しくて、自分の意見を持っていて、いつも励ましてくれる。あたしと一緒にいたいと言ってくれた女の子。

        　もう戸惑いはない。

        　あたしは相棒の陽華が「好き」だ。

        　一緒にいたい。すべてを独り占めしたい。もっとかわいい姿が見たい。

        　湧き出る淡い欲望を燃やして、苦い思い出を打ち崩す。魑ち魅み魍もう魎りようはびこる戦場に再び挑む。陽華が最高の笑顔を浮かべる、その瞬間を夢見て――あたしは目の前の原稿を次々に仕留めていった。




        第四章『四六時中、夢のことだけ』

        　

        　

        　

        　

        　印刷会社のサイトに、一つの原稿データをアップロードする。

        　腱けん鞘しよう炎えんのせいでズキズキと痛む手首を動かし、圧縮したデータをクリックしてドロップ。送信ボタンを押すと、すぐに『原稿確認中』の文字が灯ともった。

        「あやめちゃん。どうですか？」

        「うん。これで漫画は大丈夫だ」

        「……よかったぁ」

        　あたしたちは崩れ落ちそうな身体を寄せあって、大きなため息をつく。

        　十一月中旬――またも〆切り当日に原稿を間に合わせたあたしと陽華は、連日の徹夜でヘロヘロだった。

        　でも設営の準備も、ＳＮＳの活動報告も順調そのもの。

        　今日から本文のサンプルをアップして、本格的な宣伝をはじめるつもりだ。このあたりは見よう見まねでやっていくしかないけれど……あたしたちには、ＳＮＳ投稿用の番外編漫画もある。当日までアップを繰り返して、少しでも興味を持ってくれる人を増やしたいところだった。

        「コミティアまであと十日。ちょっと休憩しよう」

        「は、はぃ。そうですね」

        「お疲れ様。陽華は休んでていいから」

        　疲れた顔の陽華に笑いかけて、あたしはパソコンに向かう。

        　サンプル分の画像をチェックして、さっそくＳＮＳで宣伝しようと文面を考えていた。

        「……あ、あやめちゃん」

        「ん？　どうしたの」

        「今度の土曜日。空いてますか？」

        「うん。空いてる。ごめん。あたしから誘えばよかった。どこかに行く？」

        「えっと……わたしの家に、来てほしいです」

        　陽華はそう言って頬ほおを染めると、ボソボソと呟つぶやく。

        「一つ映画が観たいんですけど、れ、レコーダー？　の操作が、わからなくて」

        「そっか。あたしんちでも見られるけど……下行くと母さんがうるさいからな。わかった。じゃあ土曜日に陽華の家で観よっか？」

        「は、はぃっ」

        　そんな約束をして、今日も陽華を家まで送ることにする。

        　玄関を出ると、相棒は手を差し伸べて絡めてきた。いわゆる恋人つなぎにも慣れてしまって、あたしたちはぎゅっと身を寄せあって百合漫画の話をする。

        「そういえば、今月の《百合妃》は買った？」

        「は、はぃ。買いました。なんか今月……ちょっと、えっちでしたねっ」

        「やっぱり！？　あたしもそう思ってさ。びっくりしたよね」

        「ですです。まさか、あのふたりが……」

        「わかる……あ。そういえば、陽華はそういうの大丈夫なの？」

        「なにがですか？」

        「えっ。そ、その。えっちなのとか」

        　あたしは口が滑ってすごい質問をしてしまう。

        　た、他意はない。最近の《百合妃》の路線が、少しえっちだったから、大丈夫か少し気になっていたんだ。相棒には、刺激が強すぎるんじゃないかと……でもそんなあたしの心配とは裏腹に、陽華は頬ほおを染めて微ほほ笑えんだ。

        「わたしは好きですよ」

        「あ。そ、そうなんだ？」

        「はぃ。好きなひとと結ばれるのは、自然なことですから」

        「そう言われると、そっか。ふ、ふぅん？」

        　夜道を歩きながら、あたしはすっかり挙動不審になって、目を背けた。

        　まだ恋人にさえなっていないのに、陽華のことを少し妄想してしまったからだ。

        　つながれた手のひらが汗ばんで、ちょっと恥ずかしくなる。

        「土曜日に見る映画って、百合なの？」

        「ご、ごめんなさい。違います。でも漫画家を目指す高校生のお話で。わたしたちに近いので、参考になるかと思って……」

        　あからさまに話題を変えると、陽華は頷うなずいて映画の内容を語る。

        「そっか。観るのが楽しみだね」

        「はぃ。一緒に観たかったんです」

        「参考にできるところがあったら、取り入れてみよう」

        「そうしましょう」

        　暗い夜道はやがて駅の光に照らされ、あたしたちはお別れをした。

        　帰り道。手のひらに残る陽華の体温を握りしめて、あたしは湿った吐息をつく。

        　新しい百合漫画は完成した。もう我慢をする必要はない。そう思うと、去り際に鼻先をかすめた陽華の匂いさえ思い出して、切なくなる。「好き」と言えるタイミングがないまま、あたしは淡い気持ちを育て続けていた。




　

        　

        　

        　陽華の家にお邪魔すると、入ったことのないリビングに通された。

        　よく掃除されているものの、生活感はない。どこか空虚な雰囲気のリビングには、大きなテレビとソファーが置かれていた。あたしは後ろ手に扉を閉めながら、今日に至るまでに定めたミッションを確認する――この家を出るまでに、絶対〝愛の告白〟をすること。それが本日あたしが自分に課した使命だった。

        「あやめちゃん。座ってください」

        「その前にレコーダーの準備をするよ。ディスクは入ってる？」

        「えと。こっちにあります」

        「貸して。入れてみるから」

        「は、はぃっ。お願いします」

        　機械オンチの陽華にかわって、映画のディスクをレコーダーに挿入する。埃ほこりをかぶったリモコンをはたいて握りしめると、陽華の待つソファーに駆け寄った。

        「これであとは、再生するだけ」

        「部屋は暗くしますか？」

        「折せつ角かくだし、そうしよっか」

        　やがて部屋は暗くなって、あたしたちは指先を絡めあった。

        　肩に陽華の髪が押しつけられると、甘い香りがする。心臓がどくどくと脈打って、手のひらが汗ばんでいく。あたしは緊張を悟られないよう、すぐに映画を再生することにした。映画を見終わったら、ミッション開始だ。そうかたく念じて、スイッチを押す。

        「高校生の漫画家コンビの映画、なんだっけ」

        「そうです。わたしたちと同じですね」

        「楽しみだ」

        「はぃっ」

        　やがて映画がはじまると、あたしたちは身を寄せてテレビを眺めた。

        　すると唐突に――紙がぐちゃぐちゃに敷き詰められた汚い机が映る。電話を取った男は、どうやら漫画の編集者のようだ。やる気のなさそうな声で応対する男は、やがて同僚らしき人と呆あきれた声で話し合う。

        「高校生の持ち込み」

        「当たりだといいんですけどね」

        　そんな会話とともはじまった映画は、少年漫画誌での連載を目指す高校生漫画家コンビの物語だった。あたしたちと同じように一冊のノートでつながり、ふたりはプロの漫画家を目指すことになる。

        　漫画家になりたい動機は不純だった……だけど主人公たちは〝サイコー〟〝シュージン〟と互いを呼びあい、圧倒的なバイタリティで編集部に突撃する。生まれて初めて描いた漫画を、彼らはいきなりプロの視線に晒さらしたのだ。

        「突然、持ち込みなんて……すごい行動力だ」

        「持ち込みって、そんなに簡単にできるんですか？」

        「うん。できるよ。あたしたちが参加してるコミティアには、出張編集部っていうのもあるから……やろうと思えば、今すぐにでもできると思う」

        「今、すぐにでも？」

        　あたしたちは会話を続けながら、映画の世界に没頭していく。

        　サイコーの視点を通じて、あたしは陽華の作画がいかに大変か知る。反面、陽華はシュージンが語るネームの難しさを興味深そうに見つめていた。

        「あやめちゃん。初めてネーム作ったのに、すごく面白かったです」

        「陽華こそ。初めての漫画とは思えない画力だった」

        　あたしたちは互いを認めあって、くすくすと笑みを浮かべる。夢中になって漫画を描き続ける映画のふたりを見つめては、その苦労に共感していく。でもすぐに、彼らはあたしたちを超えて巨大な世界に立ち向かうことになった。

        　編集者に認められて、少年誌の漫画賞を獲得したのだ。彼らは一気にプロの漫画家になって、手の届かない存在になる。失敗を重ね、それでも連載を勝ち取り、ギリギリの状況でアンケート順位をライバルと競う。

        　その姿に、あたしは嫉妬した。

        　隣の陽華を見やると、彼女もまた食い入るように映画を見ていた。

        　少年漫画と百合漫画。フィールドは違う。あたしたちと彼らは違う。それでも、高校生でも漫画家を目指せる、そういう世界があるという事実は、あたしの心を強く掴つかんでいた。彼らは高校生のままプロの現場で活躍して――連載が潰ついえてもなお、再び立ちあがろうとしている。

        　その光景を見て、心が騒いだ。あたしも、あたしたちもこうなりたい――相棒とつないだ手を握りしめて、あたしは夢と目標を描き直していた。

        「あやめちゃん」

        「陽華。この映画、どう思った？」

        「わ、わかりません。でも」

        「でも？」

        「わたしも漫画家になりたいと思いました」

        「あたしもだ。こんな世界があるなんて知らなかった」

        「あやめちゃんも？　だったら、なおさらわたしは漫画家になりたいです」

        　陽華は薄く微ほほ笑えんで、決意のにじんだ瞳を向ける。

        「なろう。あたしたちなら絶対にできる」

        「はぃ。あやめちゃんとなら、わたしはがんばれます」

        　絡めた指先を解いて、握手の形に変えた。

        　これからあたしたちは、ただ百合漫画を描くだけじゃない。百合漫画家を目指して、活動を開始していく。このかたい握手はきっとそういうことだろう。

        　さすがにこの空気で告白はできない。

        　今日もお預けだ……あたしは内心、ため息をもらしていた。

        「映画も観ちゃったし、これからどうしよう」

        「……あの、わたし見せたいものが、もう一つあるんです」

        「そうなの？」

        「はぃ。お、お部屋に来てもらえますか？」

        「行こう」

        「はぃ」

        　あたしは陽華に腕を引かれて、彼女の部屋へ向かう。

        　扉を開けると、陽華の〝見せたいもの〟は、すぐに明らかになった。

        「こ、これって――看板？」

        「はぃ。コミティアの設営用に、作ってみたんですけど……」

        　目の前にあったのは、段ボールを使って作られた立て看板だった。机のうえに置くのにちょうどいいサイズの看板には、お嬢様と玲奈の姿がある。それだけじゃない。ふたりの周囲には、遊園地のアトラクションが描かれていた。

        　切り抜いて作られた観覧車は、どうやら回転する仕組みになっているようだ……指で押すと、カラカラと動きはじめる。タイトルも大きく描かれて、インパクトは絶大だ。

        「すごい。本屋さんみたいだ」

        「はい。本屋さんの特設スペースをイメージして作りました」

        「いつの間にこんな」

        「原稿の合間に。わたしも手伝いたくて……」

        　陽華は頬ほおを染めて、あたしをじっと見つめる。

        　うずうずと身体を揺らして、求めるように指先を絡めてくる。

        「陽華。ありがとう。これなら絶対コミティアは成功するよ」

        「は、はぃ。わ、わたしがんばりましたっ……その。がんばりましたよ？」

        「うん。すごいよ。本当にありがとう」

        「……そ、そうじゃなくてっ」

        　陽華は少し頬ほおを膨らませて、あたしの胸元に手のひらを置いた。

        　ぐっと顔を寄せて、潤んだ瞳で覗のぞき込んでくる。あたしは顔を熱くして目をそらすと、動揺して一歩下がった。

        「よ、陽華。なに？」

        「……ご、ご褒美が欲しいです」

        「ご褒美って」

        「お願いします――」

        　そう言って陽華は目を閉じて、あたしの服を掴つかんだ。

        　濡ぬれた唇が、目の前にある。〝ご褒美〟その正体はすぐにわかった。

        　でもいいのだろうか。

        　あたしと陽華は、まだ恋人じゃないのに。

        　ご褒美にキスって、それはもう付き合っているのでは？

        　あたしは混乱して視線をさまよわせ、やがてチャンスに気づく。

        　ここだ。今こそ使命を果たす時だ。へたれた心を持ちあげて、あたしは生唾を飲む。そっと肩に手を置くと、陽華の首筋が震えた。甘い香りを吸い込んで、あたしは淡い欲望を燃やす。

        「よ、陽華。あたしは」

        「――あやめちゃん？」

        　薄目を開ける相棒の肩を掴つかんで、あたしは勇気を振り絞った。

        「陽華が、好きだ。映画みたいな相棒同士もいいけど、あたしは女の子として、陽華が好き。だから……陽華と恋人になりたい。ずっとそばにいたい」

        　言った。あたしは言ってしまった。

        　陽華は頬ほおを染めたまま、目を見開いている。

        　あたしは混乱したまま固まって、彼女の返事を待つ。

        　でも……陽華は首をカクンとかしげて、戸惑った声をもらした。

        「え、えと。あれ……？」

        「なに。ど、どうしたの。ダメ？」

        「いえっ……ただ、わたし」

        「う、うん」

        「もうなってると思ってました」

        「え？？？」

        　あたしは今度こそ真っ白になって、陽華を呆ぼう然ぜんと眺めた。

        　陽華は恥ずかしそうに身を縮めると、やがて静かに語りはじめる。

        「だって、キスもデートもしてますし、手もつないでますし」

        「うっ！　それはそうだけど」

        　そこを突っ込まれると、立つ瀬がない。

        　付き合ってないのに、手をつないだしデートもした。キスも確かにしていた。

        「じゃあ陽華は、ずっと付き合ってると思ってたの？」

        「だって、百合漫画なら付き合ってますよね。これ」

        「そ、そうかな」

        「そうですよ。なのにキスもしてくれないし、好きって言ってくれない……ずっとずっと不満だったんです」

        　陽華はぷぅっと頬ほおを膨らませて、あたしをにらむ。

        　そう言われると、思い当たる節はたくさんあった。陽華は抱きよせても、手をつないでも、なにも抵抗しない。嫌がらなかった。つまり彼女は、あたしが葛藤を抱えて漫画に没頭している間、ずっと我慢していたということ……？

        「でも、相棒って言ってたじゃん」

        「あやめちゃん、恥ずかしがり屋さんなのかと思って……相棒って、そういう意味だと思ってました。相方、みたいなことかと……」

        「おお。な、なるほど」

        　あたしたちは困った顔で、互いを見つめあう。

        　一体いつから行き違っていたのか、もう確かめようもないけれど……

        　とにかくあたしたちは今、本当の意味で結ばれたんだと思う。

        「あやめちゃん。これからは、もっと教えてください。あやめちゃんの気持ち」

        「うん。ごめん。大事なこと、ずっと言えなくて」

        「はぃ。じゃあ、これから教えてください」

        　そう言って陽華は、再び顔を近づけてくる。

        　あたしの覚悟も決まっていた。

        　もうその言葉を告げることに、迷いは要らない。

        「好きだよ。陽華」

        「わたしも、大好きです」

        　あたしたちは目を閉じて、静かに唇を合わせた。

        　互いの吐息がぶつかるまで、服を掴つかみ合あって身を寄せる。

        　柔らかな濡ぬれた感触が、何度も何度も唇を伝って、あたしは欲望が満たされていく高揚感に震える。

        「――陽華、好き。相棒としても恋人としても」

        「これからは両方、ですね」

        「うん。両方」

        　ぎゅっと抱きしめあうと、長くあざやかな髪を撫なでてささやく。

        　あたしたちは何度もキスを繰り返して、恋を伝える。これからもっと新しい世界が見られる――そんな予感を抱いて、あたしたちは百合漫画みたいに愛しあう。

        　やがて陽華は困った顔で、小さくささやいた。

        「……ずっと立ったままじゃ疲れますし、座りませんか？」

        「えっあ、そ、そうだね。ど、どこに座る？」

        「こ、こちらへ」

        　恋人に導かれて、あたしはベッドに腰かけた。

        　なぜ、ベッド――そう問いかける間もなく、あたしは唇を奪われた。

        「――ん……」

        「っ――ぅ、よ、陽華？　ん、――ッ」

        　何度も吐息がぶつかると、あたしの唇に濡ぬれた舌が差し込まれる。

        　恥ずかしくて身を反らそうとしても、陽華は離してくれない。それどころか体重をかけてきて、あたしはどっとベッドに倒れてしまう。キスは何度も続いて、聞いちゃいけないような音がする。ぎゅっと目をつむって身をよじると、陽華の指先が喉をくすぐった。

        「っぷは、陽華。ちょ、ちょっと待って」

        「――ま、待てません。ずっとこうしたかったんですから……」

        「っん。だ、だめだって。陽華、っ……ッ？！」

        　なめらかに寄りそう指先が、身体を優しくなぞってくる。ぞくりと震えて足を開くと、相棒は身体を入れてのしかかってくる。ふとあたしは、いつかの帰り道で陽華と話したことを思い出した。確か陽華は、こう言っていたはずだ……

        『――そういえば、陽華はそういうの大丈夫なの？』

        『なにがですか？』

        『えっ。そ、その。えっちなのとか』

        『わたしは好きですよ』

        『あ。そ、そうなんだ？』

        『はぃ。好きなひとと結ばれるのは、自然なことですから――』

        　これってつまりそういうこと？　あたしは真っ赤になって陽華の顔を覗のぞき込む。

        　すると彼女はなにを勘違いしたのか、覆おおい被かぶさってキスを求めてきた。唇がねっとりと濡ぬれて、あたしは全身を硬直させる。心臓がどくどくと熱くて痛い。でも陽華が、求めているのなら――あたしは彼女の舌をついばむと、身体を反転させた。

        「ッ――陽華、もしかして、あたしたち」

        「っは、あの……だ、だめですか？」

        「ぅっ。ううん、えと……い、いいよ」

        　沸騰しそうな頭でそう答えると、陽華は汗ばんだ顔でくすりと笑う。

        　百合漫画だ。百合漫画みたいに――あたしは脳裏に今まで読んだ数々の漫画を思い浮かべると、やがて震える手で、陽華の身体に触れた。

        　どこまでも浅く、深く、身体の隙間を指でなぞりあげていくと、知らない陽華の素顔が見えてくる。それは心にひそむ淡い欲望そのままの姿で、あたしは高揚を抑えきれずに顔を埋めた。

        「好きだよ、陽華」

        「ぁあ、あやめちゃん。好き、好きです」

        　あたしたちの愛の語らいは、すべてを伝えあうまで続いた。

        　最後に二度と心を隠さないと誓うと、陽華は安心して微ほほ笑えんでくれた。




　

        　

        　

        　用意していた百合漫画をＳＮＳにアップすると、すぐに反響があった。

        　あたしたちの漫画は初めてたくさんの目に晒さらされ、二つのボタンによって拡散されていった。日に日に伸びる数字を目にして興奮するあたしを、陽華は不思議そうに見つめていた。

        　この反響からどれだけの頒布数が見込めるかは、わからない。

        　それでも、勇気は湧いた。力があふれてきた。あたしは晴れやかな気持ちでカレンダーに印をつけて、やがて十一月二十四日を塗りつぶした。

        　あたしたちは夜行バスで東京に向かって、ファーストフードで時間を潰す。

        　あたしはスマホ片手に最後の告知を作り、予約投稿を十時にセット。陽華はハンバーガーをもぐもぐと食べて幸せそうだ。

        「陽華。そろそろ会場に向かおう」

        「わ、わかりました。今日はがんばりましょう」

        「うん。大丈夫。今度は絶対に、うまくいくから」

        「楽しみです」

        　あたしたちは恋人つなぎで身を寄せて、国際展示場へ向かった。

        　苦い思い出の宿るイーストプロムナードを歩いて、逆三角形の展示棟をにらむ。

        　西ホールへ入ると、あたしたちはトランクから看板や敷布を取り出し、机の下の段ボールを引っぱり出す。

        「開けるよ」

        「はい。どきどきします」

        　ビッと音を立ててガムテープをちぎり、今回の同人誌【絶対にキスしないと出られない遊園地の百合】と対面する。きれいに印刷された表紙には、お嬢様と玲奈のキスシーンが大写しになっていた。背景に踊る遊園地のシルエットは、加工によってキラキラと輝いている――完璧だ。

        「中身もきれいだね」

        「はいっ。設営をはじめましょう」

        　あたしたちはテキパキと役割分担して、作業を開始。

        　新刊と既刊の【だれもしらない】を並べて、看板を立てる。立体的に作られた看板には、本を立てるスペースもあった。そこに見本誌を置いたら、机の準備は完了だ。次にあたしはポスタースタンドを組み立てて、背後に屋号を入れたＡ１ポスターを展示した。

        　〝相思相愛〟大きな文字の下には、お嬢様と玲奈が見つめあう絵が印刷されている。この大きなポスターは画力のアピールにもなるから、強豪ひしめくコミティアでは大きな武器となる。

        「よし。設営はこんな感じかな」

        「挨拶に行きましょう」

        　あたしたちはふたりで両隣のサークルさんに挨拶した。

        　相変わらず、お隣さんは商業で活躍されているプロの漫画家さんだ。

        　でもあたしたちは、もう臆さない。丁寧に挨拶を終えて、スペースに座った。

        「はじまりそうだね」

        「今回は、大丈夫でしょうか……？」

        「あたしが保証する。今回は絶対に大丈夫」

        　心配そうな陽華に頷うなずくと、会場が拍手に包まれる――秋のコミティア、開場だ。どっと入り口から人があふれてくる。あたしと陽華は机の下で手を握りあって、祈るような気持ちで流れゆく人々を見つめる。あっという間に両隣には列ができて、あたしたちは覆い隠されてしまったかに見える。

        　でも――大丈夫だ。

        　あたしには勝算があった。

        　列に並んでいた一般参加者さんの目が、じっとあたしたちを見つめている。

        　正確には、陽華の作った看板を。そう。この時点から既に、あたしたちの戦いははじまっていたんだ。前回は気づかなかった。リピーターがいなくても、設営によるアピールが完璧なら。

        「あの。これ見てもいいですか？」

        「どうぞ。読んでみてください」

        「一冊。いや、こっちもください」

        「千円になります」

        　人を惹きつけることはできる！

        　スペースには、設営から興味を抱いたお客さんが集まりつつあった。

        　そうなると人だかり自体が看板となり、両隣の行列を抜けた人がどんどん並んでいく。あたしは事前に作った最後尾列を持ってスペースを飛び出した。

        「すみません。一列に並んでください」

        「あの、ご、五百円ですっ」

        　陽華とあたしは忙しく動きはじめる。

        　本の山は少しずつ量を減らし、留まることを知らない。

        　行列がはける頃には、もう山は崩れつつあった。段ボールから残りの在庫をすべて引き出して、机に置く。その間にも、お客さんは止まらない。さっきほどではないけれど、少しずつスペースに引き寄せられては、本を手にしていく。

        「……あ、あ、あやめちゃんっう、売れてます」

        「あんまり会場でそういうこと言っちゃダメ。でも出てるね。いい調子」

        「どうしてこんなに違うんですかっ？」

        「一つは陽華の看板、ポスター、表紙デザインとかのクオリティ。もう一つはＳＮＳに投稿した百合漫画の反響。そんなところかな。あたしたちには、まだ同人誌のリピーターはいないはずだし……」

        　あたしたちがそう話していた時だった。

        　どこかで見かけたお姉さんが、突然スペースに訪れたのは。

        「新刊一冊ください」

        「はい。五百円になります」

        　どこで見たんだろう。それとも見間違いだろうか。

        　首をかしげながら応対すると、お姉さんは新刊を受け取って微ほほ笑えむ。そして口を開くと、あたしたちを交互に見て首をかしげた。

        「あの。漫画はふたりで描いているんですか？」

        「えっと。そうです。あたしが原作で、こっちが作画です」

        「は、はい。作画です」

        「そうなんですね。前の漫画、すごくよかったです」

        「っえ？」

        　一瞬、言われたことを理解できなかった。

        　前の漫画。【だれもしらない】のことだろう。

        　でもあれは両隣の商業作家さんしか手に取っていない。

        　頒布数は二部。文字どおり、誰も知らない百合漫画のはずだった。

        「どうして、前の漫画を？」

        「以前、ご挨拶に行った時に受け取ったので」

        「あっじゃあ、前に隣のスペースだった」

        「そうです。でも漫画を手に取ったのは、それが理由じゃないですよ」

        「そうなんですか？」

        「ええ。これからもがんばってください。応援してますね」

        「は、はい。あ、ありがとうございますっ」

        　そう言って立ち去るお姉さんを見送って、あたしは陽華の肩を掴つかんだ。

        「陽華。あ、あたしたちの漫画」

        「い、今のって、か、感想ですかっ？」

        「よかったって言ってた。前の漫画を。読んだんだって」

        「そ、そんなことが」

        「あったんだ。あたしたちの漫画は、もうあの時から読まれていたんだっ」

        　誰も知らないまま終わったと思っていた。でもあたしたちの漫画は届いていたんだ。二冊しか。そう思っていたのに、その二冊から出会いが広がっていた。

        　新しい世界は、もうはじまっていたんだ。

        「う、うれしぃです、あやめちゃん」

        「泣かないでよ陽華。あ、あたしまで泣けるじゃん」

        「あやめちゃん……よかった。よかったです」

        「うん……よかった……よかった」

        　あたしたちは抱き合って涙をこぼした。

        　喜びを分かちあって、心を伝える。やがて両隣のサークルさんが、笑顔でハンカチを渡してくれた。あたしと陽華は混乱したまま盛りあがる会場に身を委ねる――やがて目の前の山は消え、あたしたちは最後の一冊を前に生唾を飲んだ。

        「あ、あやめちゃん」

        「うん。これは」

        「――あの。一冊いいですか？」

        「「五百円です」」

        　あたしたちは最後の一冊を手に、お辞儀をして感謝を伝えた。

        　嵐のように過ぎた時間の果て、あたしは事前に書いてあった札を立てる。

        『完売しました』

        　これで、今日の目標は達成だ。

        　あたしたちは思わず抱きしめあって、互いの頬ほおをつまんだ。

        「ゆ、夢じゃないですね」

        「夢じゃない。サークル〝相思相愛〟完売だ！」

        「すごい」

        「すごいね」

        　あたしたちは笑いあって互いの手を握りしめる。

        　会場はまだ熱気に包まれ、時計は十三時を示していた。新刊・既刊ともに完売したあたしたちは、もうなにをしてもいい。ふたりでデートをしてもいい。早めに会場を出て、落ち着ける場所でふたりの時間を過ごしてもいいだろう。でもあたしは新刊の見本誌を手に取ると、新たな目標へ向けて立ちあがった。

        「あやめちゃん？」

        「陽華。付き合ってほしい場所があるんだけど」

        「っは、はぃ。それはもちろん。でもどこですか？」

        「前にも話したけど、今この会場で出版社が〝出張編集部〟ってのをやってるんだ。百合コミック誌《百合妃》の出版社――一陣社もいる。今から陽華と、そこへ行きたい。だから付き合ってほしい」

        「……そこへ行けば、新しい世界が見られますか？」

        「わかんない。でもこれから、ずっと同じ世界を見ていくよ」

        　あたしは陽華に、手を差し伸べる。

        　握られた指先を絡めると、彼女は笑って腕を引っ張りはじめた。

        「じゃあ、行きましょうっ」

        「わ。よ、陽華。走ったらダメだって」

        「すぐに行きましょう。だってわたしたちは漫画家になるんですから！」

        　どこまでもまっすぐな相棒は、ステップを踏んで軽快に笑う。

        　向かう先には、漫画家志望が築く長蛇の列――でもあたしたちは臆さない。負けない。諦めない。ふたりで作った一冊の百合漫画を抱えて、あたしたちは今、新しい目標へ向けて歩きだした。




        エピローグ

        　

        　

        　

        　あたしは百合漫画が好きだ。

        　恋に戸惑う心のゆくえを、百合漫画は救ってくれた。

        「そのままでいい」って教えてくれた。

        　自信をもらった。

        　勇気も。希望も――

        　だから、あたしは百合漫画が大好きだ。

        　でもそれは、ひとりを除いて学校のみんなには内緒にしている。

        　親友の香乃も絵里も知らない。あたしの本当の姿を知っているのは、恋人の陽華だけ。彼女は今、真面目に授業を受けている。スマホを弄いじって百合漫画のネタを考えているあたしとは違う。陽華は明るくてクラスの人気者で、おまけにかわいいし素直で優しい。あたしには勿もつ体たいない恋人だと、常々思う。

        　ホームルームが終わってもスマホを弄いじり続けるあたしは、気づけば親友の香乃と絵里に囲まれていた。寝ているかスマホを弄いじってるかのあたしを気にして、ふたりはいつも話しかけてくれるのだ。

        「紫藤。授業終わったぞ」

        「彩芽ったらずっとスマホ触ってて、よく飽きないね」

        「授業のがよっぽどしんどいでしょ」

        　あたしが親友と笑って話していると、

        「あやめちゃん。授業はちゃんと聞かなきゃダメですよっ」

        　帰り支度を済ませた陽華が、ぷっと頬ほおを膨らませてやってきた。

        「う。ごめん」

        「紫藤は朝倉には弱いな」

        「ほんと。ふたりは仲良しだねえ」

        　親友にからかわれて、あたしは席を立つ。

        「陽華。行こっか」

        「はい。行きましょう」

        「がんばれよ。帰宅部」

        「へいへい」

        　あたしたちは香乃と絵里に手をあげて、教室から退散。

        　ふたりで並んで校門の影まで歩くと、こっそり手をつなぐ。もちろん恋人つなぎだ。指を絡めあわせると、なんだか安心する。最近はあたしのほうから、手を差し伸べてしまうことが多かった。

        「今日はどうする？　どっちの家でもいいよ」

        「あの。わたしの家で、いいですか？」

        「あ、うん。わかった」

        「借りた漫画も返したいので……」

        　そう言ってうつむく陽華に、あたしは胸を高鳴らせた。




　

        　

        　

        　あたしたちの秋のコミティアは大成功に終わった。

        　ＳＮＳのフォロワーも増えて、漫画の感想も頻繁に届くようになった。

        　出張編集部では数々の指摘を頂戴したものの……見所があると思ってもらえたのか、最後に一枚の名刺をくれた。あたしたちはいつでも編集者さんに百合漫画を持ち込める権利を得て、百合漫画賞にも応募するよう勧められた。

        　最近は冬のコミティアに向けた新作と漫画賞への応募。これを二本の柱にして、漫画制作を続けている。とはいえ、季節は十二月――まだ〆切りは遠く、今は束つかの間まの休息を楽しんでいるところだ。

        　あたしは陽華と一緒に今月号の《百合妃》を読んでいた。

        　身を寄せあって、一ページずつゆっくりと進めていく。相棒が腕を引くたび、ページをめくって、誰にも邪魔されない至福の時を過ごしていた。

        「今月号もよかったね。新連載が最高。百合とバトル。いいと思う」

        「わたしは読み切りが好きでした。すごくどきどきしましたね……」

        「あれ、ちょっとえっちじゃなかった？」

        「そこがいいんじゃないですか」

        　陽華はくすくすと笑って、あたしの腕を抱きしめてくる。

        　出会った時とはまるで違う彼女は、今やあたしの恋人。しかもただの恋人じゃない。将来を誓いあった相棒で、一緒に百合漫画をつくる仲間だ。ただ最近、あたしは割と尻に敷かれている気がする……

        　胸に押しつけられる腕から陽華の体温が伝わって、あたしは顔を熱くしていた。

        　おそらく、わざとやっているんだろう。あたしの恋人は最近すごく大胆で、いつも困った提案をしてくるのだ。今日もきっとなにか思いついたのだろう。やがて陽華はあたしの耳元に唇を寄せて、小さな声でささやく。

        「ねぇ、わたしたちもしませんか？」

        「す、するってなにを？」

        「キスです。さっきの漫画みたいにしてください」

        「さっきって、どれ。まさか読み切りの――」

        　あたしは《百合妃》を机に置きながら、漫画の内容を思い出す。

        　口移しでジュースを飲ませるという展開だったことは覚えていた。ちょうど目の前には、陽華が用意してくれたグレープジュースがコップいっぱいに注がれている。

        「や、やだよ。制服が汚れるじゃん」

        「そういう現実的なこと言わないでください」

        「は、恥ずかしいし」

        「ダメです。あやめちゃん。これも漫画のためです」

        「漫画のためって……それパクリじゃん」

        　あたしはやれやれと笑ってみせるけれど、陽華はゆずらない。彼女はこう見えて、けっこう我わが侭ままで気が強いのだ……仕方ない。あたしは目の前のジュースを一口飲んで、陽華に顔を近づける。彼女はすっと目を閉じて、あたしの唇を優しく受け入れてくれた。

        　舌が絡むような熱いキスをかわして、あたしたちは額をくっつける。

        「――甘いですね」

        「やっぱり制服、汚れたじゃん」

        　制服のシミを気にしているのに、陽華は構わずキスをねだってくる。

        　でも何度も唇を合わせているうちに、あたしの気持ちも盛りあがってきた。

        「好きだよ、陽華」

        「あやめちゃん、大好きです」

        「絶対、ふたりで漫画家になろう」

        「はぃっ」

        　最初は夢なんてなかった。

        　陽華と出会うまで、ただの帰宅部の高校生だった。

        　でも今は違う。今のあたしは相棒と重ねあったこの指先で、物語を築く者。

        　目を閉じればほら。もう声が聞こえてくる――陽華と誓いのキスをかわしながら、あたしは新しい世界へ向けて手を伸ばしていった。




あとがき

        　

        　

        　初めまして。

        　もしくは、いつもありがとうございます！

        　毘沙門天ゆるいこと申します。さて今回は『コンビで百合漫画つくったら恋人ができました』をお届けしました。長いので『つく恋』って略して頂けると幸いです。ここまでお付き合いくださいまして、ありがとうございました！

        　

        　わたしは百合小説の他、百合漫画の原作もしています。

        　その関係で、原作者を主人公とした百合小説を書いてみたくなり、本作ができあがりました。原作者・同人活動という題材を扱うのは難しく、苦労しました。でもわたしの経験がたっぷり詰まった一冊になったと思っています。

        　本作を書くにあたっては、漫画制作を題材とした作品のオマージュを多数取り入れました。その辺りも楽しんで頂けると幸いです。

        　また、全体のイメージを構築する際、ＬｉＳＡの名曲『Ｈｉ ＦｉＶＥ！』をイメージソングとしてずっと流していました。本作のキャラクター彩芽と陽華は、この曲から生まれたといっても過言ではありません。

        　明るくて前向き。苦しくても諦めない。目標に向かって突き進んでいく。

        　そんな物語が作れていたら嬉うれしいです。

        　

        　さて、毘沙門天ゆるいこの今後の予定ですが……年末年始に、今度は原作・仕上げ・編集を担当しているＳＦ百合漫画『スプライテッドケース』が発売されます。

        　また、来年の五月には表紙に大好きな百合作家さんをお迎えして、ダークファンタジー百合小説の長編を執筆予定です。そして合間にもう一作ほど、電子書籍専売で百合小説を挟むことができればと考えています。２０２０年、さらに精力的に活動していきますので、どうぞよろしくお願いします。

        　

        　少しだけ創作活動について話します。

        　劇中で語ったとおり、わたしは『読まれる』『面白い』『好き』この三つは、選ぶものではないと考えています。どれが最高とかではなく、この三つは両立していける――そんな風に思っています。

        　もちろん、失敗もあるかもしれませんが、絶対に諦めない。この気持ちを大事に、百合小説と百合漫画に取り組んでいきます。創作活動・同人活動に興味がある方、もうしている方にとって、この百合小説がなんらかのきっかけになってくれたら、一番嬉うれしいです。一緒に創作を楽しんでいきましょう！

        　

        　最後に謝辞です。

        　表紙デザイン・イラストを担当してくれた青アジサイ才様へ。最高にかわいくて魅力ある表紙にして頂けて、わたしは幸せ者です。ありがとうございます！

        　いつもわたしの話を聞いてくれる家族・お友達へ。これからも頼ることがあると思いますが、何卒よろしくお願いします！

        　そして、本作をここまで楽しんでくれた読者のみなさまへ。

        　わたしの物語を読んでくれて本当に嬉うれしいです。この百合小説がみなさまにとって、新しい世界となってくれていたら感無量です。これからもがんばっていきますので、またお付き合い頂けたらと思います。

        　

        　それでは次の本でお会いしましょう。

        　つくるもの、ぜんぶ百合！　毘沙門天ゆるいこでした。
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